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大
都
市
の
人
口
學
的
考
察
の
•限
界 

■ 

, 

.
奧

井

復

'
 
ネ

I K

人
口
學
的
考
察
は
都
市
權
成
に
關
す
る
硏
究
中
最
も
十
1-
1
く
且
つ
m
要
な
も
の
で
ぁ
つ
たo

和
卄
の
.形
體
4
涨
に
$
の
大
サ
は
$
に
ノ 

ロ
の
多
霖
を
以
つ
て
測
^
さ
れ
た
。
大
賴
市
乳
象
は
主
と
し
て
人
ロ
の
朝
矿
集
中
と
し
て
勸
ら
れ
た
.從
つ
て
^
竹̂
の
ノ
に
爾
t
が 

注
意
さ
れ
た
。
し
か
し
人
口
學
的
に
は
、
人n

策
な
る
數
と
し
て
現
は
れ
て
來
な
い
。
_

上
に
現
は
れ
る
何
S

人
、
何
千
何
西 

人
等
の
數
字
を
構
成
す
る
人
ロ
評
藤
に
於
け
る
軍
位
は
、
耍
す
る
に
單
純
平
等
無
臭
無
味
の
人
||
|
]
一
 

西
で
ぁ
る
o
.叫
人
ロ
叙
記
は
、
之 

れ
に
性
別
苹
齡
別
等
の
區
別
を
與
へ
る
。
页
に
人
ロ
勧
態
"
即
ち
人
口
の
增
減
、
移
動
及
び
北
ハ
等
の
原
因
、
出
坐
、
死
亡
、そ
の
比
率
、
 

出
入
移
战
等
の
關
係
又
は
比
率
等
、
更
に
死
亡
原
因
に
關
す
る
統
計
等
，を
揭
げ
る
。
.

•

大
都
市
の
人
ロ
學
的
考
察
の
限
界 

こ 

(

ニ
ニ I

五〕



大
都
市
の
人
口
^
的
^
察
の
限
界 

ニ

o

r
ニ
六)

.

.

楚
等
の
訓
夜
と
^
究
と
ば
、
澍
?|
)
硏
究
上
に
於
い
て
資
す
る
所
が
少
く
な
か
つ
た
、
否
、
現
在
に
於
い
て
も
、
後
段
に
述
べ
ら
^
る 

で
ぁ
ら
ぅ
樣
に
、
郡
市
現
象
に
關
し
て
從
來
行
は
れ
た
種
々
の
所
謂
法
則
又
は
學
說
の
有
效
性
を
吟
味
す
る
に
役
立
つ
.て
ゐ
る
事
は
疑
- 

ふ
可
ぐ
も
；な
い
。
し
か
1.
純

：然

た

る

：人
'ロ
學
的
硏
究
(0
貢
献
も
、.
或
る
踉
ら
れ
於
る
範
圍
以
上
：に
出
る
事
は
出
來
な
い
0
:麵
に
其
の
铳 

計
的
調
嵛
.に
當
0

て
は
政
治
上
^

0
經
濟
^

な
り
疋
は
社
會
上
ひ
諸
飾
媞
に
修
る
所
極
：め
て
大
'な
0
で
ぁ
る
0
:純
粹
數
理
的
な
考
究
を」 

別

に

し

て

：は
'
:人
口
學
は
常
忆
經
濟
學
..
V
社
#
學 
>
政
治
擧
:>
地
；理
學
故
ど
^

相
據
ヴ
て
0
み
其
の
：効
见
：を
^
 

.

茲
に
於
いV

か
ー
、
：
都

市

現

象

$:
-
现
解
ず
る
便
1:
上
、
此
の
人
.：ロ
學
的
疏
計
的
方
法
が
ど
.れ
丈
.け
役
立
ち
.得
る
か
の
問
題
が
生
じ
て
來 

る
。
筆
者
は
此
の
方
法
の
有
す
る
大
な
る
翁
娘
を
疑
ふ
も
の
で
は
な
ぃ
が
、
現
在
の
都
市
硏
究
に
ぁ
；っ
て
は
、
此
の
：方
法
は
次
序
的
の 

&

質
の
も
の
で
は
な
い
：か
と
展
ふ
0
'次
序
的
と
|
2
.の
$

 

他
の
方
法
に
ょ
っ
て
定
め
，ら
れ
た
學
說
又
.は
：定
理 

の
有
効
性
を
是
正
す
る
か
、
或
ひ
は
.、
.
此
の
人
ロ
清
銃
計
的
に
得
ら
れ
た
結
論
に
對
し
て
は
、
他
の
方
法
に
ょ
っ
て
f

 

I

可
き 

解
說
が
な
く
し
て
は
、
換
言
す
れ
ば
此
の
方
義
皂
は
左
ま
で
重
耍
な
意
_

を
持
ち
得
.な
い
と
5

事
を
意
味
す
る
0 

多
數
の
人
間
が
比
較
的
に
狹5

地
域
に
群
居
し
て
生
活
し
て
ゐ
る
。
之
れ
を
人
口
學
的
I

扱
ひ
、
之
れ
を
統
計
的
に
驚
I

し

め

る

-0
旣
に「

地
域」

に
.於
い
て
は
、
政
治
的
、經
濟
的
、社
#.
的
前
提
の
於
す
決
走
に
恶
い
て
ゐ.：

る
Q
.而
し
て
其
の
硏
究
の
結
艰
所
謂
人 

ロ
銃
計
が
成
立
し
た
。
此
の
際
、
例
へ
.ば
數
百
鸽
人Q

臭

な

人

口

.集

園

が

數

字

的

鏡

率

的

に

：調

萊

さ

孤

た

，

人

口

：動

態

.の
關
係
が
M

明
さ
れ
た
？
成
程
、
.之

れ

.に

ょ

っ

て

•

«

個

の

結

論

が

0|
き
出
さ
れ
る
。
日

く「

數
百 

萬
の
ボ
的
人
ロ
齡
團
は
、
/何
處
に
で
も
在
る
と 
一£

存
在
で
は
な
ぃ
、
此
界
的
：に
極
.め
て
僅
か
I

在
で
あ
る」

とo

日

く「

性
別
_:

人
口
中
與
性
人
口
に
對
す
る
女
性
人
ロ
の
比
率
は
都
市
に
於
い
て
大
で
あ
る」

と
。
.日

く「

都

市

人

口

の

增

加

は

市

民

の

.自

然

的

增

加

よ

- 

.
 

.■,
'
 

- 

. 

- 

-

り
も
外
部
よ
り
の
移
住
的
增
加
に
よ
る
?)
:

の
で
あ
る」

：
と
。
楚
等
の
結
論
は
數
と
し
て
の
人
ロ
現
象
を
そ
0
ま

、
觀
察
し
た
丈
け
で
得 

ら
れ
る
結
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
此
の
密
集
的
拉
大
集
群
は
、
其
の
結
果
何
を
生
み
出
す
か
0

と1
K

ふ
事
に
到
る
と
、.
4
早
，や
、
銃
計 

學
、
人
口
學
の
一K

々
す
べ
き
所
で
な
く
じ
て
、
社
會
學
、
社
會
心
理
學
の
領
域
に
入
っ
て
來
る
。“
又
、
吾
々
は
、
大
都
會
の
人
口
の
實

數
も
知
り
度
.い
に
は
相
違
が
な
い
が
、
更
に
知
り
た
い
の
は
、
こ
の
密
集
的
瓦
大
人
ロ
群
か
ら
、「

ど
ん
な
現
象
が
ど
う
云
ふ
風
に
生
ず

■ 

:■ 

■ 

■ 

• 

• 

' 

-

る
か」

と
云
ふ
事
に
就
い
て
^
あ
る
。「

數
百
萬
を
以
つ
て
其
の
人
口
を
箅
ふ
る
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
は
ど
う
し
て
、
世
界
的
に
僅
か
な
#
往

一
 

■ 

. 

*

な
の
で
あ
る
か」

を
知
り
度
い
の
で
あ
る
。
假
り
に
女
性
人
口
の
比
_

が
大
で
あ
る
、
中
年
々
齡
者
が
弱
、：
若
年
々
.

齡
者
よ
り
も
、
都 

取
に
於
い
て
比
率
的
に
多
い
と
す
る
な
ら
ば
、.
其
の
原
因
の
何
た
る
や
を
、
典
の
結
艰
の
何
た
る
や
を
確
め
た
い
の
で
あ
る
。
同
様
に 

じ
て
、.
：市
民
の
高
死
亡
率
、
低
出
生
率
な
ぞ
も
其
の
原
因
と
結
來
と
を
探
盤
し
た
い
o '

で
あ
る
？ 

'
 

:

.

ざ
れ
ば
、
是
等
の
希
望
を
以
っ
.た
人
々
に
ば
、
'ど
う
じ
て
も 

>
社
# -
學

的

、
，.心
理
學
的
、
衞
坐
學
的
、
_

濟
學
的
、
政
浪
學
的
解
說 

な
り
說
明
な
り
.が
必
要
と
だ
っ
て
來
る
。
：
反
對
に「

紙
粹
の
都
會
人
は
三
代
.以
上
に
續
か
ぬ
M

と

從

來

の

諺

の

有

効

性

を

立

證 

す
る
爲
め
に
は
'
其
の
原
因
_

_
(0
如
何
を
宕
々
：ず
衣
に
先
立
つ
て
、
出
來
得
る
腿
り
、
科
學
的
方
法
を
用
ひ
て
、
統
計
學
的
人
ロ
學 

的
硏
究
'を
試
む
可
き
で
あ
る
O〕

故
に
■

計
學
的
人
ロ
學
的
調
嵛
及
び
研
究
は
、
あ
る
明
確
に
測
量
し
得
る
現
象
の
實
在
に
關
し
て
の
み 

又
科
學
的
に
^

^
に
規
矩
せ
ら
れ
た
有
効
で
あ
る
？
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
亘
'っ
.で
は
、
他C

科
學
の
領
域
に
於
h

で
註
_
說
明
が
行 

は
れ
る
。
期
の
依
っ
て
來
1る
可
ぎ
原
因
が
探
求
せ
ら
.る

'\
。
：是
等
の
領
域
农
於
^

て
比
、
人
：ロ
は
、
最
早
單
な
る
數
と
：じ
て
|の
み
現
は 

.

f
. 

H

a

rニ 

七)



大
都
市
の
入

3
學
的
潸
察

3
限
：界 

四

a

n

uA.
T 

_

い

。

或
る
特
定

0:
办
理
型
式
、

^
る

#-
宛
の
社
會
腳
係
、
あ
る

_
茫

(0
,經
濟
關
係
、
釭
る
铯
走
の
政
泡
關
係

y

於
け
み
も
の
と

t
 

て
現
：i

れ
で
來
る
。
地
ち
都
會
现
象
に
就
い
て
の
限
り
に
於
ぃ
て
は
、
甚
等
の
入
ロ
は
、
あ
る
特
殊
の
も
の
の
綜
合
と
し
て
現
は
れ
て 

來
る

0-
.
..
質
的
の
も
の
と
し

_
:て
現
は
れ
：て
來
る
の
で
あ
る

0 

'

.
敝
の
眾
な
る
數
量
と
し
で
の
現
象
ょ
り

_
れ
て
特
殊
の
質
的
と
し
て
の
人
ロ
現
象
の
考
察
を
中
心
と
す
る
も
の
が
最
近
：の
都
市
社
會 

學
の
硏
究
で
ぁ
る
。

'都
市
社
會
學
は
、

.都
市
人
ロ
現
象
を
或
る
、
社

#
學
的
に
特
殊
な
費
的
關
係
に
於
い
て
考
察
す
る
。
此
の
社
會
學 

的
考
察
が
、
心
理
學
的
考
察
と
、
經
濟
擧
的
考
察
と
に
分
れ
て
ゐ
る
事
は
、：
本
誌
前
號
の
拙
稿
に
於
い
て
簡
略
に
述
べ
て
ゐ
る

o

:«
:ハ
處 

で
は
心
现
學
的
な
形
式
社
#
^
的
な
都
市
硏
究
に
對
し
て
經
濟
學
的
な
發
展
形
體
理
論
的
社
會
學
的
な
都
市
硏
洗
を
對
立
せ
し
め
て
お 

い
：た
。
本
稿
に
於
い
て
も
、
之
れ
と
同
檨
な
立
場
を
と
つ
て
、
、都
市
權
成
要
素
中
其
の
人
的
要
件
忆
つ
い
て
先
づ
人
口
裂
的
な
、
數

IT 

的
な
考
察
に
始
ま
る
。
而
し
て
之
れ
を
矶

㈣
す
る
內
に
其
の
質

㈣
豸
察
の
重
要
な

る

を

明
か
に
し
經
濟
學
的

#
罾
理
論
學
的
硏
究

广
進 

む
可
き
道
を
示
さ
ラ
と
す
る
の
で
あ
る
。

• 

' 

二

:
人
口
學
的
に
觀
察
し
て
現
代
の
代
表
的
都
市
を
求
め

’る
な
ら
ば
、
蒂
人
は
其
の
例
を

U

ュ

1
3
丨
ク
に
採
る
可
く
躊
躇
し
な
い
。
誠 

r
ラ
ュ

1
3.
1
ク
こ
そ
は
、
現
代

^
本
主
義
社
龠
に
於
け
る
典
型
的
都
市
中
の
最
も
典
型
的
な
る
も
の
で
あ
る
。
今
、
人
口
學
的
に
此

ひ
1>
大
都
市
が
如
何
な
る
_

成
を
持
つ
て
ゐ
る
か
を
示
し
>
次

い

で

、

他

の

大

挪

市

、

殊

に

我

が

來

京

に

於

け

る

數

字

?:
'
示

し

て

み

た

W 
と S3

■も 

o 
:

■

.

.

'

.'

.

.

:

,

.

:
.
 

U

il
i
il
c
市
域
擴
張
を
視
福
す
る
咋
今
に
於
.い
て
、
世
界
大
都
市
の
比
較
は
旣
に
充
分
に
、
紹
介
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
今
之
れ
を
反
親
す
れ

ば

人
口
數
に
恶
く
順
位
於
い
て
は

一

一

ユ

1
.
ョ

1

ク

.

柬 

京

ロ

ン

ド

ン

ベ

ル

リ

ン

 

シ

：

力

ゴ

上 

海

人

ロ

 

,
，六
、
九
三
〇
、
四
四
六 

四
、
九
七
〇
、
八
三
九

四
、
三
九
六
、
八
二

J 

四
、
三
三
三
、
〇
〇
〇 

.
三
、
三
七
六
、
四
三
八 

三
、
一
五
〇
、
七
一
六 

二
、
八
九
ー
、
〇
，ニ
〇 

ニ
、
四
五
三
、
五
七
三 

ニ
、
四
ニ
ー
、
三

0
〇 

• 

ニ
、
一
一 

六
、
〇
〇
〇 

一
、
八
三
六
、〇
〇

0

備
考
へ
本
表
は
雜
誌

「

都
市
問
題
卜
第
十
.五
卷
第
因
號

「

大
诳
克
記
念
特.輯」

に
ょ
.つ
た
.ハ「

.世
界
大
都
市
の
人
卩$
面
積
ぃ
ニ
六
頁
：}徂
パ
リ 

六
鄉
市
め
人
れ
蜞
的
潜
察
の
限
界
 

五

c

r

i

r

i

大 

阪

モ

ス

ク

ヮ
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茶
年
次 
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九
三
〇
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一
九
三
〇 

一
九
三
一 

*

一
 
九
三
〇 

一
九
三
〇 

*

一
 
九
三
〇 

一
九
三
ー 

一
九
三
〇 

一
九
三
〇 

*

ー
九
三
〇 

1

九
；三
〇
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 人 
口
,
的
#

S

I

 

:

六

(

ニ 
m

§

の
ス

ロ

丈

け；̂
 Th

e

 S
H
V
Y
^
r
b
o
o
k

 1932 

.
に

ょ

っ

て

修
H
し
；た
。
前
雜
誌
：の
數
宇
は：1:

九
ー1
六
年
人
口

運

：
、
八

七

 
一
、
@
ー
夂
で 

あ
る
か
ら
左
迄
著
し
い
柑
違
は
な
い
け
れ
ど
U
尙
ほ
恶
礎
調
签
は
.國
勢
調
寒
で
*
印
丈
け
が
推
針
人
口
で
あ
る
。

旣
に
述
べ
た
様
に
都
市
のK

サ
や
規
模
は
先
づ
第
一
に
人
口
で
計
れ
る
。
故
に
大
人
ロ
を
持
っ
と
云
ふ
靡
は
、
其
の
都
市
の
威
容
を 

乐
す
も
の
と
し
て
素
朴
な
優
越
感
を
蹵
せ
し
め
る
。
此
の
人
口
數
に
於
け
る
讀
は 

一
一H

丨
ョ
1

ク
で
あ
る
。
し
か
し
ロ
ン
ド
ン
に 

就
い
て
はc

o
i
y
c
f

 

L
o
n
d
o
n

地
域
内
の
調
奪
あ
っ
て
、
.面
積
に
於
い
て
束
京
は
其
の
約 
一

•

八

倍

、

一
一ュ
丨

ョ
丨
ク
は
そ
の
約 

ニ
•
六
倍
で
あ
る
。
故
に
.最
近
の
火
都
市
發
達
の
狀
況
か
ら
見
れ
ば
、
此
の
三
都
は
必
ず
し
も
、
都
市
测
量
-に
於
い
て
は
、
同
一
の
水
_
 

を
以
つ
て
し
て
ゐ
る
も
の
と
ぶ
\
へ
な
い
0

其
れ
故
に
、
三
都
、
殊
に
ロ
ン
ド
ン
と
ニ
ユ
ー
ョ
ー
ク
及
び
來
京
と
の
5
3に
は
、
人

ロ

,|
-
寧 

に
於
い
て
も
修
TF
:を
必
要
と
す
る
で
あ
ら
ぅ
、
試
み
に
人
口
痛
度
に
就
い
て
み
る
な
：ら
ば
、

一

萬
坪
當
人
口
密
度
は
ロ
ン
ド
ン
ー
SI
人 

〇
、
束
束—

ニ
九
七
、

二
 

r

ョ
ー
ク
ニ
八
六
で
あ
っ
て
、
面
積
に
於
け
る
比
率
と
逆
に
な
っ
て
、

口
ン
ド
ン
は
東
京
の
約 

一
•
六
低
、 

一
一
r

ョ
丨
ク
の 

一
•
七
篇
と
な
づ
て
ゐ
る
。
故
に
力
ア
ベ
ン
タ
ア
雲
ふ
如
く
、
一一
 

ュ
ー
ョ
ー
ク
は
世
报
最
大
の
都
市
と
舌
ふ
事
は
、 

或
ひ
は
主
張
し
雛
い
か
も
知
れ
な
い(carpenter: 

Sociology 
of 

Cife 

Life. 

p. 

1
5
6
}

殊
に
上
表
に
於
け
る
パ
リ
市
の
人
口
の
比 

較
的
少
な
い
の
に
就
い
て
も
次
の
事
情
を
考
へ
て
お
く
必
要
が
I

、
即
ち
面
積
に
於
い
て
は
ロ
ン
ド
ン
市
ょ
り
.も
更
に
少
く
、
其
の 

九
一
六
一
一
1〇
、
ニ
七
五
坪
に
對
し
て
ニ
六
、
〇
八
一
、
五
五
o

坪
で
あ
る
が
故
に
ロ

ン
ド
ン
市
の
約
二
割
八
分
强
に
過
ぎ
な
い
、
從
っ
て

其
の
密
度
も
--
*

#
大
で
，

1

萬
坪
當
り一

、

一o

二
人
の
憂
を
示
し
、

ロ
ン
ド
ン
市
の
密
度
の
約
二 
•
三
倍
I

た
っ
て
ゐ
る
。

§

 

E

行
政
市
極
パ
リ
に
對
し
大
パ
リ
の
地
现
的
區
域
は
先
つ
セ
イ
ヌ
縣
で
あ
ら
う
、
此
の
人
口
は
一
：九
三
.一
年
四
、九
三
三
、八
髮
で
面
積
は

大
口
.ン
ド
、

v

の
人
口
は
、
上
記
の
行
政
區
ロ
ン
ド
ン
市
に
對
し
て
地
理
的
ロ
ン
ド
ン
市
は
八
、
二 

o ニ
、八V

八
に
達
し
て
：ゐ
る
、
®
横
は 

チ
ャ
ー
リ
ン
グ
ク
ロ
ッ
ス
を
中
心
に
し
た
十
五
哩
半
徑
圓
六
九
三
方
哩
約
一
八
〇
〇
方
轩
に
及
ぶ
、
此
の
數
を
以
つ
て
：.す
れ
は
、
讹
界
大

都
市
の
顺
位
は

:

1

、
大

.ロ
ン
ド
ン

 

一'一
、

ニ
ユ.丨ヨーク一一一、來

京

四

、大パリ
 

W

な
る
。(sfatesmnnv Year.Boolc. 

1
9
3
2
及
ぴ
今
邪
登
志
喜
历「

江
戶
の
社
#'
-史
學
的
ー
考
察」—

社
會
經
濟
史
^
昭
菊
七
句
^
*
月
號
に 

ょ
る)

. 

一
二
ー
,ヨ
ー
ク
市
に
就
い
て
見
れ
ば
旣
にV

八
七
〇
年
代
に
首
萬
の
人
口
に
達
し
一
八
九
八
年
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
等
五 

區
を
合
併
し
て
今
日
の 

一i

r
ヨ
ー
ク
市
を
糨
成
し
た
、
其
の
五
區
と
はg

l
a
t
t
a
n
.

 

w
r§
x
,
 

Brooklyn, 

Queens, 

R
i
c
h
m
o
n
d

 

で
あ
る
。
由
來
贸
易
港
と
し
て
の
重
要
の
意
義
を
有
し
、
合
衆
國
の
®

灣
首
位
と
'し
て
は
旣
に
一
七
八
三
年
に
其
の
地
位
を
確
保
し
て 

ゐ
た
。
今
日
、

一
甚
ー
パ
苹
の
統
計
に
ょ
れ
ば
外
國
貿
易
國
|

數
の
_ー
ー
割
+ー
 

免
、
其
の
價
.値

譲

の

.
四

割

一

一

分

を

占

め

て

ゐ

る

と 

沄
は
れ
る
P

一
 

九

一

一

七

年

同

市

に

於

け

る

H

業
生
産
物
の
.總

價

格

は

五

、
七
一
ー
ニ
、

0

七 

一
、
二
五
九
弗
に
達
し
全
國
總
價
格
の
九
分
を 

卜：：

め

婦

人

衣

服

、

與

子

衣

服

.の
製
造
を
筆
頭
に
、
新
聞
紙
雜
誌
印
刷
出
版
、
毛
皮
製
品
、
書
藉
印
刷
出
版
、
パ
ン
其
他
製
造
、
屠
殺
肉 

鍾

ni
l
業
、
婦
人
纏
身
具
製
造
、
電
氣
器
具
製
造
、
煙
萆
製
造
等
が
其
の
十
大
產
業
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
人
ロ
の
1
1
1
|
大
集
域
と
し
て
驚
く
可
き
現
象
は
、
此
の
二 

r

3

:

l
:^
市
を
中
心
：と
し
.た
大
ニ 

r

ョ
1

ク
市
地
方
の
數
字
で 

あ
る
。

V:

九
ニ
七
年
の
合
衆
國
々
勢
調
茶
局
に
於
い
て
定
義
せ
ら
れ
た
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
•
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
は
、

ぺ
0
み
、n

o
n
-

 

.necticu'v N
e

.̂J
e
r
s
e
y

の
：
'三
州
に
跨
 々
一二 

•七
六
八
平
方
哩(

約
九
千
七
百
方
轩)

を
有
し
一
九
二 
|ハ
年
の
雜
ノ
ロ
メ
砂
七
ニ
五
〇 

大
都
市
の
人
0
學
的
劣
察
の
限
界 

，
七

.0.11.1ニ
1
)
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八
，

i

§

Q

に
達
し
.
.て
I

と

含

れ

る
。
'
:
此
の
メ
'ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
•
デ
ィ
ス
.ト
リ
ク
ト
の
f

伽

へ

意

可

首
ニ
.一
：丨
ョ
.
.丨
ク
市
以
外
の
繁
る 

市
及
び
.其
9
久
.ロ

を

揭

ぐ

れ

ぱ
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I
N
V
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タ
ン

一で

ィ
ス

ト
V
ク
>

以
上
§
:

な
る
人
口
及
望
業
中
心
地Q

人
口
_

は

略

畐

十

墓

龜

し

て

ゐ

る

。
.
此Q

 

.メ
ト
ロ
ポ
，

の
ぎ
儿
は
睦
勢
部
妒
辰
に
於
い
て
次
の
极
準
の
下
に
行
は
れ
た

も

の

で

.あ
る

。

即

ち

 

『

一
般
に
I

地
域
を
含
め
て
、都
市
は
、其
の
屮
央
都
市
の
外
に
、
中
央
都
裏
界
外
十
哩
以
内
の
地

I

.
る

、

凡

べ

て

.

I
、

に
、
十
哩
1
内
中
の
諸
區
域
の
內
に
あ
っ
て
、
最
近
の
人
口
調
赉
の
結
银
一
平
方
哩
少
く
と
も1

五
〇
人
の
密
度
を
葙
す
る
も
の
の
み
'
 

を
含
む
地
域
を
.指
す
，

』

..

.

此
の
標
準
に
よ
つ
て 

一一r

ョ
ー
ク
を
眺
め
る
と
同
市
部
人
口
は
一
九
ニ
六
苹
に
は
五
、
九一

一
四
、
一
三
八
、之
れ
を
中
心
と
し
て
メ
ト 

ロ'ポ
リ
タ
ン
•
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
の
總
人
口
に
は
、
、
七
、
九
ー
〇
、
〇
〇
〇
と
な
り
、
其
の
而
積
.は
一
ー
ュ
ー

ョ

ー

ク

市

の

一

九

一
、
三
六
〇

エ 

イ
ヵ
ア(

約
七
七
四
方
籽)

に
對
し
て
七
五
ー
、
八
八
七
エ
イ
ヵ
ア(

約
三
〇
四
ニ
方
S

と
な
り
、

ニ 

r

ョ
ー
ク
市
々
廳
を
中
心
と
す
る 

半
徑
約
四
十
哩
に
及
ぶ
大
圆
を
鞲
成
し
、
三
七
三
の
地
方
公
共
團
體
を
包
含
し
て
ゐ
る
。(

&

パ

註
.
以
上
の
敷
字
は
ブ
リ
タ
ニ
力
西
科
辭
典
第
十
四
版
ニ
ュ
ー
3'
1
ク
市
の
項
及
び
ア
ン
ダ
ァ
ス
ン
•
リ
ン
ド
マ
ン
共
著「

都
市
社
會
學」

に
よ 

っ
た
も
の
：で
あ
.る
が
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
•
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
に
關
す
る
人
口
及
び
.而
镇
に
就
い
て
上
記
の
様
な
ヒ
ー
フ
.
.キ
が
あ
る
、即
ち
フ 

,
リ
タ
-

r

力
に
於
い
て
は
、
面
積
が
三
七
六
八
平
方
哩C

約
九
千
七
百
方
籽)

ミ
あ
る
に
對
し

、

ァ
•
リ
兩
风
に
於
い
て
は
七
五
一
、八
八
七 

エ
イ
ヵ
ァ(

約
三

〇

四
二
方
軒

〕
w

あ
っ
て
、後
若
の
計
算
じ
箸
し
き
減
少
を
示
しK

ゐ
る
。
入
口
數
に
於
い
て
も
前
者
は
推
計
人
口
九
、四 

•

.

-七
.ニ
、
.五
〇
〇
な
る
に
翻
し
て
後
密
汰
七
、
九
一
〇
、〇
0

0
ミ
し
.て
約
西
五
十
览
の
ヒ
ラ
キ
を
窺
は
せ
て
ゐ
る
。
恐
ら
く
メ
K 
口
。ホ
.リ
タ 

.

ン
、
.デ
ィ
ス
.ト
リ
ク
ト
に
就
い
て
の
限
诺
の
境
域
を
.不
同
に
し
て
ゐ
る
爲
め
で
あ
ら
ぅ
。
生
僧
調
莶
數
字
が
平
方
哩
义
は
土
.イ
ヵ
ァ
に
よ 

る
不
同
不
統
一
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
、
此
較
計
算
上
著
し
く
不
便
で
-̂
っ
た
®
な
ほ
，
旱

手
元
：に
之
れ
を
確
か
む
河
き
材
料
が
な
い
の 

W
、

譲

.な
る
數
字
を
獲
に
取
扱
ふ一 ?

き
馨
が
な
い
の
マ
、
.双
方
を
記
し
て
、
他
日
の
票
に
俟
た
ん
っ
も
り
で
あ
る
。

C

フ
リ
タ 

.

ニ
力
第
十
六
册
、
第
三
七
一
頁
、1
都
市
猶
會
學
し
第
四
六
、七
炅)

し
，か
^
挺
に
.近

く

有

名

と

喜

っ

た

：，

9
は

，

大
ュ
ー
ュ
ー

ョ
：丨

ク

市

地

方

計

晝

(0
恶
_戚

と

な

る

も

の

で

，あ
-0
て
、
其
の
地
方
は
、.
lr
-
、
K

u
 

火
都
術
-
5人
.1|
#
的
枣
.察
の
限
界
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乂

都

«1
|
の
人

0
學
的
考
察
の
.限
界 

5
0
1

ニ
ー
s)

八
.平

方

哩(

約

一

四
、
三
〇
〇
方
籽)

'半
徑
艽
十
哩
の
大
圆
圈
を
'權
成
す
：る
廣
大
サ
を
■示
し
、
尙
四
百
二
十
の
地
方
公
共
團
體
を
包
含
し 

其

の

人

ロ

旣

に

，千

离

に

及

ぶ

と

さ

れ

.て
ゐ
る
。
北
米
合
衆
國
に
於
け
る
一
九
三
〇
年
の
總
人
口
は 

一
ニ
ニ
、
七
七
五
、〇
四
六
で
あ
る 

が

故

に

、

同

國

に

於

，
い

て

は

十

11

人
に
一
人
の
割
合
で
大 
一一r

ョ
ー
ク
市
の
勢
力
圈
內
に
生
活
し
て
ゐ
る
事
と
な
る
。
大
ニ 

r

ョ
ー 

ク
市
地
方
計
畫
.は
.一
：九一 :
一
九
年
の
發
表
に
な
る
も
.の
で
一
九
六
五
年
を
期
し
て
半
徑
.五
十
哩
の
大
地
域
に
入
口
一
?

萬
人
の
大
都
市
地 

方
を
建
設
し
ょ
う
と
す
る
に
あ
る
。(

「

都
市
問
題J

.

第
九
卷
第
五
號
、'
大
ー
一
r

ョ
.丨

ク
の

都

市

評

！
^
-
鈴

木

連

三

氏

譯

、
參
照)

1

一
千
萬
の
人
口
が
艰
し
て
可
能
な
り
や
、
其
の
實
現
は
如
何
、
と
云
ふ
問
題
を
離
れ
て
、
現
在
旣
に
千
萬
の
數
字
を
‘眼
前
に
有
す
る 

の
で
あ
る
。

！ニ
1

3
;丨
ク
都
市
許
畫
委
員
會
の
仕
蒸
は
此
の
尨
大
な
る
耳
人
都
市
の
計
畫
に
如
何
.に
重
要
な
意
義
を
有
す
る
か
、
そ
は 

別
問
題
と
し
て
、
，.其
の
*

礎
資
料
及
び
硏
究
は
、
大
都
市
硏
究
#

に
と
つ
て
貴
靈
な
る
も
の
'と
去
.は
ね
ば
な
ら
ぬ
0 

然
ら
ば
斯
/<
の
如
き
宜
人
都
市
は
、
我
國
に
於
い
て
は
.ど
う
か
。
今
、
簡
單
に
之
れ
を
調
べ
て
み
ょ
う
。

今
囘
の
取
京
市
の
隣
接
町
村
併
合
以
前
に
於
け
る
一
般
の
；都
市
統
計
は
、
旣
に
述
べ
た
理
凼
に
ょ
つ
て
、
必
ず
し
も
、
各
都
市
の
社 

會
的
實
情
を
物
語
つ
て
ゐ
る
も
の
と
思
べ
な
か
つ
た
'0
即
ち
我
國
'に
於
け
る
六
大
都
市
順
位
は
左
の
如
し
。

.

-

;

.
 

.
人
.ロ(

昭
和
五
年)
:
.

■
而
積(

昭
和
六
年)

■

•

犬

。

阪

：

.

】

一、
四
五
1ニ
、
五
六
九 

'
一
八
五
、一

三
方
秆
-

.

' 

/ 

m
 

京

.

二
、o
七
〇
、
五
ニ
九 

八
三
、
八
三 

名

古

屋

 

九
〇
セ
、四
0

こ 

一

五 

ー
、0
四 

神 

戶
/ 

七
八
七
、
3:
九
六 

八y
、

九
o

京

都

七
六
五
、1

四
ニ

二
八
八
、
六
五

横
：

:
濱

 

.

.六：ニ
〇
、
二
九
六
 

：
一
三
三
.、
八
八

備
考
京
都
市
は
昭
和
六
雷
月
一
日
隣
接
町
村
併
合
を
行
.つ
て
ゐ
る
、
故
に
人
口
數
は
次
の
如
く
變
化
し
て
來
て
ゐ
る
、
新
市
部
人
口
一

 
八 

七
、
ニ
五
五
を
加
へ
て
、
九
五
ニ
、
三
九
七
、
之
れ
が
今
|0
1'嚴
京
市
搬
張
以
前
に
於
け
石
擎
で
あ
る 

.
即
ち
商
積
に
比
較
し
て
み
れ
ば
、
人
口
數
字
の
相
對
的
意
義
を
撒
测
す
る
事
が
粜
る
。
殊

I

都
市
が
市
域
擴
張
に
ょ
つI

た

る
數
字
の
增
加
を
示
め
ば
次
の
如
く
で
あ
る
0

' 

.

横 名 M 大

濱 屋 京 阪

神京

戶都

據
張
苹
次

大
正
十
四 

大

正

九 

大

正

十 

昭
和
ニ 

1E
九 

和
四

正
七 

nH
,和
六

_
町
村
數

% 六

I H 大 昭 大

ニ -
七. . .六三

擴
張
市
域
而
積(

方
里
>
:

現
:

:
在
.

r

l、
〇
〇
三

五
、
ニ I o

.

九
、
六
五
.'六 

八
、九
九
〇

堉

加

七
、
三
〇
.七 

〇
、〇
七
o
八 

_
七
.
、
ニ
一

 

三

六
、
二
四
〇 

一
、
〇

四
三
一

一 

一
、
五
九
ニ
，
 

1
\五
六
三
：
 

1

四
、
七
九
七

五
，'三1

〇

八

七
四

增

加

人

U

數

 ̂

M

數

七
八
ニ
、
八
ニ
〇 

一
五
"
〇
0
七 

I

八
〇
、
八
六
七 

1
:
1

〇
>
〇
〇
〇

ニ
三
"
ニ
四
九
. 

六
〇
，
八
o
四

九
，七
、
六
四
ニ 

1

八
七
、
ニ
五
五

前
苹
度
人
口
數 

1

、四
三一

"
五
〇
〇 

ニ
、n.l

五
九
、
六
三
六 

四
'三11、

三
四
九 

四1
1
1
、

五
六
三

六
六
六
、
七
0
〇 

五
'六
ニ
、
八
四
七 

七
六
五
、
一
四
ニ

大
都
市
の

人

學
的
考
察
の

m
界

へ

I
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大
都
市
の
I

I

の
I

.
 

I
l
l
:

 

(

ニ
ニ
：M

O

故
に
六
大
都
市
中
、
轰
を
除
く
五
大
都
市
は
市
域
讓
に
ょ
っ
て
其
の
當
然
含
ま
る
f

都
市
人
口
を
其

の
内
に
含
ん
で
數
に
於
け

る
據
頭
を
示
し
た
、
反

之

棄

は

今

年

迄

遂

綦

然

行

は

る
可

き

讓

を

行

は

な
か
っ
た
の
で
ぁ
る
。
即
ち
市
部
人

口

は

蛋

市

に

ぁ

つ
て
は一

1

1

:を
以
っ
て
限
度
と
し
て
僧
加
を
見
て
ゐ
な
い
、
反
之
郡
部
入
口
は
著
し
い
膨
脹
を
示
し
て
.ゐ
る
。
從
っ
.て
か
く
の
如
き

I

統

則

は

露

の
.情
勢
を
知
る
爲
め
に
は
、
.何
等
か
の
方
法
に
ょ
っ
て
修
f

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

：。

「

東

京

市

市

政

概

要

」

に

於

け

るに

來k

の
而
穑
及
人
口」

c

昭

和

七

年

版

一

七

頁

以

下

)

$

:
小
市
政
調
杏
#

編

「

日
本
都
市
年
鑑」

昭
和
六
年
に
於
け
る「

大
東
京
.の
人
ロ」

來

广

市

隣

接

矛Q

人

n
幹
力」

'-
.
$

1
近
人
口

五
萬
以
上
の
町
の
人
口

增

加」
「

各

市

都

市

計

靈

域
人
口」

管

(

六

八

一

長

以 

下
及
、
六
五
六
頁
參
照)

は
此
の
.意
妹
に
於
い
て
豪
な
銃
許
で
I

O

i

——

^

-與

九

年

"

.

.

I

.
V:
大
IE
十

因

年

• 

_

昭

和

三

，年
.

m

M

市 

狐
部
八
十
四
箇
町
村 

計
'

賢

.
數 

指
歟

ニ
、1

七
三
、
ニ 

01
1

〇
〇 

i
、
l

八
四
、九

八

五

1

0

0
 

三
、
三
5/
/
:八
、
1
八

六

|
〇
〇

..
實

'
.
數 

指
數

1
、

九
九
五
、
五

六

七

九

ニ 

ニ
、1

1

三
、
五

四

六

1

七
八 

四
、
！
0
九
、
1
十

三

一

ニ
ニ

實

敷

.

.
：

：

i

i

 

歡

ニ、ニ

1

八、
四

0
〇

1

0 
ニ
 

ニ、
六六一、
九

0
四ニニ五

四
^
へ八ぴ
とー

^

呼

五

：

金

谷

謹

氏〔

查

京

の

合

謹

〕

に
ょ
る
•〔

猜

|

〕

|

_

麗

6
皂

揭
げ
ら
れ
たg

部
八
十
四
錯
村
接
京
市
計S

是
等
の
統
計
の
示
す
と
こ
ろ
に
ょ
る
と
、
舊
蛋
市
の
隣
接
地
域
に
は
、
一一.

百
九
十
®

近
い
人
口
が
t

、
舊
東
京
市
の
一
一
百
七 

萬
を
約
百
萬
近
ぐ
凌
駕
し
て
ゐ
る
大
人
ロ
群
が
存
在
し
て
ゐ
，る
の
で
あ
る
o

U

:
:
:
:
が

.'京 

'市 

八
三
、
八

ニ

.7
<.方
轩 

ニ
、0.
七
0

、
九
ニ
ー
ー
人 

郡

.部

H-
I

-

四
六
九
、O

 
ニ

九

.

ニ
、
八
九
九
、
九
ニ
六 

.
總 

計 

五

五

ニ

、
八1
<四
、

.四
、
九
七
〇
、
八
三
九 

t

の
最
後
の
敏
字
が
新
取
京
市
篇
及
び
市
民
を
し
て
世
界
第
一
一
位
を
誇
ら
し
め
る
數
字
で
あ
る
。
昭

和

羅

國

勢

_

速
報
に
よ
る 

、
我

國

內

地

人

口

の

總

數

は

六

四

。
四

四

七

*
七
一
一
四
で
あ
る
が
故
に
約
十
三
人
中
の
一
人
が
新
し
い
艰
京
市
co
TI
i
民
た
る
割
合
を
示
す
の

.
^:
あ
.る
o
:比
：め
點
又
大
一
一
ュ

1
.ョ
ふ
と
比
肩
す
る
も
の
と
し
て
裘
市
民
，の
誇
る
可
き
所
で
は
な
が
ら
ぅ
が
S

.
な
ほ
内
地
の
市
部

■
 

, 

: 

' 

, 

-

"
人
0-
と
郡
部
人
”ロ
と
の
割
合
は
次
の
、如
く
で
あ
る
0

.
大

15
九
.

年 

' 昭

和

五

年

‘ 

•市

，

部：

ー
〇
、

.
0九
六
、
七
五
八
0

八
5
 

.
一
 

五
、
四
四
ニ
、
三

五

(

ニ
四》

)

.

.

.

.

.
那

:

部

：

.

1
、
八
六
.六
、
ニ
九
五(

八
ニ
-) 

■

四
九
、0

0
五
、
五
〇
九(

七
六
5

右
數
I

中
よ
り
、
今
囘
來
京
市
に
編
入
せ
ら
れ
た
る
人
口
約
ニ
、
九
〇
〇
、
〇
〇
〇
を
郡
部
よ
り
市
部
人
口
に
移
動
せ
し
め
る
と
す
る

と
、
}
!著
の
比
ば
ニ
八
^
と
七
ニ
^

と
な
る
。

.

.
此
办
I

人
口
千
八
I

人Q

中
、
大

棄

は

五

I

と

し

て

書

部

人
S

ニ
割
七
分
繁
む
る
事
と
な
"

、

S

大

轰

市

地 

域
內
I

s

濱
市
川
鹄
の
全
人
ロ
I

莩

れ

ば

、

.約
七
十
f

加
ふ
る
事
と
な
"
、
全
市
部
人
S

對
す
る
割
合
1

割 

T 

■

(

!!
'
と
な
る
'で
あ
ら
ぅ
。
奈
京
市
地
方
區
域
は
、
何
處
を
以
つ
て
其
の
境
'界
.と
す
べ
き
や
は
未
だ
俄
に
狹
定
じ
li
し
と
坶
も

一̂

都
市
ゆ
人
ロ
取
的
講
の
限
界
. 

ぐ
-

(
1
1

ニ
ニ
七〕



r

:译

イ
■ 'i

^
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1
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，ズ 

i;w
,,,

大
都
市
，の
人
口
學
的
考
察
の
.限
界
.
’ 

一5;

..
へ
ニ 
二
ニ
八) 

七
莨
萬
前
後
(0
-
人
ロ
を
獲
る
は
闲
難
で
な
か
ら
ぅ
。
此
.の
問
題
め
他
の
.機
會
に
譲
る
と
し
，て
.、
要
す
る
に
、
E
人

都

市

の

.
多

使

に

就

/>
■
■.
 

.て
は
、
未
間
の
現
象
と
一K

は
ざ
る
を
得
な
，い
。
兹

■

い
で
、
當
然
其
の
都
市
の
內
部
に
、
其
の
都
市
の
近
接
地
に
、
'
其
の
.市
民
_

:
 

に
、
文
化
現
象
に
"
社
會
樣
式
に
、
特
殊
'の
■

象
を
生
ぜ
し
む
る
は
不E

心
議
で
は
な
.い
。
次
に
は
先
づ
、
此
の
數
の
黯
異
に
よ
る
解
澤 

を
硏
究
し
て
み
た
い
？

：
.

以
上
示
す
が
如
t

E
大
な
る
數
字
は
、
明
か
に
人
，ロ
學
的
硏
究
對
象
と
し
て
堂
々
た
る
#
在
で
あ
.
•る
。
し
か
ら
ば
、
.人
口
學
的
硏
究 

は
、
此
の
數
置
か
ら
.如
何
な
る
結
論
を
缫
き
出
す
か
、
.今
、
此
處
に
、
.一
般
的
場
合
に
就
い
て
、
此
の
點
を
考
究
し
て
み
よ
ぅ
。

人
口
學
的
因
子
と
な
る
も
の
は
.
人
口
の
太
：サ
及
び
密
度
の
大
小
で
あ
る
、
.，人
口
の
質
的
方
面
は
民
族
學
人
種
學
等
の
論
ず
る
呀
と 

な
つ
て
兹
に
は
取
扱
は
れ
な
い
の
で
あ
.る
。
而
し
て
此
の
人
口
學
的
因
子
：を
重
要
な
,̂
社
會
過
程
の
說
明
に
役
立
つ
栽
調
た
ら
し
め
ん 

と
す
る
企
に
社
會
科
學
上
に
於
げ
る
霧
が
あ
る
。
此
處
に「
現
代
社
會
學
の
諸
學
說」

の
著
者
ソ
.
.ロ：
キ

ン

に

よ

つ

て

、
.
其

の

派

の

代

： 

表
者
と
し
て
褐
け
ら
れ
た
の
は
ア
ド
ル
フ
•
コ
ス
ト>

d
o
l
p
h
e

 

C
c
s
t
e

で
あ
る
が
、
今
获
に
便
宜
上
彼
の
社
會
進
化
及
び
現
象
に
關
す 

る

所

說

を

窺

ふ

：事

と

ず

る

。

.
- 

•

彼
に
從
へ
ば
M

#
的
事
實
は
一
定
の
直
線
的
順
列
に
よ
つ
て
進
化
的
階
段
を
經
過
す
る
も
の
.
.で
あ
つ
て
、
是
等
は
主
と
し
て
人
口
の 

增
加
.及
び
そ
の
密
度
に
よ
つ
て
決
定
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
o
人
口
：が
^
加
し
、.；.一
曆
集
中
化
す
る
と
共
に
、
社
會
的
分
：化
と
妞
戏
が 

增
加
し
、
茲
に
進
步
的
な
社
會
機
能
の
分
化
、
社
會
狀
態
の「

平
等
化
が
招
來
せ
ら
^
、
政
治
的
^
は
專
制
主
莪
よ
り
擒
カ
分
立
へ
と
發
.

IHMRRniMMniMilHMIMIMiaiHIMnilMailRIHHHIMHIMMMMIBMHMMSBlMMMIMmMIHMIMMIMMMnMMMMIMMBiMBMaMillinMMMMMMnilMMiMMIMinWIHMHIiMIMIIIIIIRiHMii

違
し
7
楚
親

的

發

展

，は

、
神
.經
：瓶

力的
努
力
か
ら
方
法
學
的
組
織
を
有
ず
.る
機
械
的
生
齑
へ
と
現
は
れ
、
信
仰
の
進
化
は
#
神
論
的
宗 

敎
か
ら
合

理

的

科

學.へ
.と
迆
む
。
之
れ
を
詳
し
く
云
へ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
0 

社
會
の
歷
史
的
發
展
階
段
を
五
期
に
分
ち
共
の
標
準
を
人
p.
集
團
及
び
集
中
の
靈
に
求
め
る
、
其

の

五

期

と

は(
一)

利
落
時
代 

(

ニ)

諸
村
落
上
位§

地
方
都
市
時
代
.{：

三)

諸
都
市
上
位
の
^
•央

都

市

時

代
.

(

四)

諸
中
央
都
市
上
位
の
國
都
時
代(

五〕
諸
國
賴
上 

位
の
聯
I

心
時
代
で
t

。
吾
々
の
言
葉
を
以
つ
て
す
れ
ば(

一〕

非
都
會
時
代
I

村
.落

時

代

.
0

一)

都
會
時
代
そ
の
内
に(
ィ)
都 

市
經
濟
時
代
I

地
方
都
市
時
代(

デ)

領
域
都
市
時
代(

ハ)

國
都
時
代(

ニ)

國
際
都
市
時
代
と
分
類
す
る
事
が
出
来
よ
ぅ
。
是
等
の
發
展 

は
人
口
'の
發
畏
即
ち
A '
-

口
^

^
の
增
加
と
共
に
人
口
總
量
の
靖
加
を
本
體
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
叉
全
社
會
的
發
展
.で
あ
る
と
共
に
逆 

の
中
心
即
ち
都
市
腺
體Q

發
展
で
も
あ
る
。
而
し
て
其
の
.各

時

代

は

そ

れ

：ぐ

(

<

0社
會
的
活
励
の
分
化
^

逃
步
及
、び
其
の
职
微
1?〕 

社

會

的

結

八

ロ

の

形

態

と

不

平

等

減

減

' へ
の
■傾
向
と
.一

K

ふ 
ー
_.
方
面
に
各
*
の
特
色
及
、び
進
化
を
乐
す
(0
で
あ
る
。.
以

下

の

麗

中

(
<
)

は 

社
會
的
沾
動
0
分

類

]?〕

は
社
會
的
結
合
形
態
及
び
不
平
等
性
叉
は
平
等
性
を
示
し(

ィ)

は
政
治(

こ

は

宗

繁

ハ)

は
經
濟
を
示
す
。

一
、
村
落
時
代(

非
都
會
時
代
}

:

:

ン 

•

A

社
#

的
活
動
の
.分

化

を

跃

く

.

.
：

^

ハ
家
族
的
尊
制
と
出
生
に
^

礎

を

お

く

支

配

：

ニ
、
地
'方
都
市
時
代(

都
市
經
濟
時
代)

■- 

. 

<

機
能
妁
分
化
丨(

ィ)

軍
幕
的
歐
治
乂
卩)

社
會
的
形
態
學
的
多
神
論
的
宗
敎
、(

パ
.

)

家
族
生
產
、 

.

火
都
市
.の
人
=
嘐
敗
考
察
の
限
界 

一
五

(

ニ
ニ
ニ
九
、



I

l

l

的
I

I

 

二

六

バ

ニ

i

s
 

W
.
.
B 

l

i

l

l

 

に 

三
’
电
央
歡
恥
時
货
領
撖
歡
抓
時
代) 

.

.

A 

'

(

ィ)

肇
的
及
び
法
治
的
の
兩
權
力
。(

n

 )

有
神
論
的
及
び
一
元
論
的
震
、
並
び
に
靈
科
學
が
之
れ
に
加
は
る
。(

ハ) 

'

■

.:
:

家

的

エ

紫

、

製

造

土

業

及

び

商

業

,
B

君
侯
及
'び
其
害
僚
に
具
體
化
さ
れ
た
る
國
家
支
配
、
階
級
及
び
特
權
、
財
產
制
度
は
土
地
及
び
•資
本

•
'四
'

國
都
時
代
.

.：
：

：

.

.
：

；

：

.■'
•■ 
.

: 

.

.

. 一

.

y
 

.

(

ィ)

|

の
分
立
、
.即

秦

事

、
行
政
、
立
法
。
S

半
合
理
的
宗
敎
、
數
理
科
學
及
び
自
然
科
學
。(

ハ)

家
内
工
業
，
製 

.

.
バ
h

堤
エ
業
、
機
械
.エ
業
及
.び
改
.善
せ
.ら
ル
た
る
運
輸
交
南
0.
.

 ̂

:
B
- l

l

^

f

 
f

 

f

 

0

f

 
f

 

a

n

' 

A (

ィ)

四
*
の
分
立
即
ち
_

、
行

政

、

：

立

法

、
，
司

法

、
(

ど

合

：理

的

科

擧

即
1

理
、
物
理
及
び
生
理
の
諸
科
學
、(

，ハ)

前 

.

,時
代
6
そ
れ
に
加
.ふ
.る
に

生

命

カ

利

用

，に

ょ

る

生

產

2

.

身̂

-
.

:

自
出
結
社
.
i

配

‘
.
管

識

產

へ

わ

傾

向

及

び

個

人

に

對

す

る

平

等

的

保

謹

、

|

刺
は
|

代
'
|
形

式

肇

に

霞

反
 

v
‘ 

V

:

:
び
そ
の
：分
.前
に
對
す
る
# '
許
權
を
加
ふ9

:
:

 

.

.■'

'

■

'

以
4

f

 

；

階
は
.ニ
.

■

爵

康

列

を

有
.
す

る

：
も

§

|

ぁ

っ

七

、

：

此

の

直

線

的

進

化

-
は

常

に

社

會

的« '

能

協
動
の
：靖
加
、
不
そ
等
に
於
け
る
漸
進
的
減
退
等
の
歷
史
的
傾
问
を
迆
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
の
寒
調
と
な
る
も
の
は
人
口
の 

#

大
.と
典
の
密
度
.の
增
加
で
如
：つ
て
、
動
#-
.
の
世

，取
は
其
の
世
界
が
數
的
に
制
限
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
故
に
停
滞
し
て
ゐ
る
。
人
即
社
會 

ホ
、
t

CD
.大
サ
及
び
密
.度
が
不
斷
に
增
加
し
づ
\
あ
る
が
故
に
進
歩
的
で
あ
る
。
此
の
現
.象
は
、
接
觸
の
增
加
及
び
其
の
强
化
、
經
驗 

Q

交
換
及
^
其
の
.世
代
的
累
精
と
傅
統
と
を
春
し
め
る
。
世
界
に
於
け
る
最
初
の
亂
織
さ
れ
た
大
社
會
は
、
人
口
の
集
中
が
大
で
あ 

，.つ
：
た

所

、

ラ
イ
.ル
_

谷

、
：.印
度
、
支
那
•

力
.ル
デ
ィ
ア
等
に
於
い
て
初
め
て
規
泛
希
臘
文
■化
I

I
れ
と
同
じ
理
出
に
藤
き
、
バ 

ビ

ロ
シ
、
^:
デ
ブ
ト
、
ロ
1.
'
_
ザ

の

«;
事
的
大
紘
ー
も
人
ロ
の
»
#-
及
び
.そ
の
_

な
る
社
會
組
成
と
ー
25
:
ふ
同
一
.
因

子

に

，
よ

つ

て

可

能

と

.せ 

ら
、
た
。
反
對
の
現
象
を
コ
ス
ト
は
羅
馬
带
國
の
瓦
解
、
中
世
初
期
の
歷
史
に
觅
出
す
の
で
.あ
る
。

没
こ
一
社
#

の
-成
員
の
數
的
增
加
は
其
の
金
體
的
進
化
め
主
要
原
因
で
あ
る
。：

統
合
せ
ら
れ
た
る
人
口
の
增
.加
は
社
會
的
分
化
の
增 

進
を
|

、
雛
及
び
社
食
的
才
能
b

分
f

坐
じ
、
社
會
の
各
部
分
の
交
通
を
促
進
し
、
個
人
的
沾
動
の
よ
り
よ
く
且
つ 

一
I

力 

な
る
組
成
を
可
能
.な
ら
し
め
、
産

箭

の

統

.一

の

表

現

を

む

•一
 

璧
確
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
土
壌
、
氣
候
、
人
種
等
に
よ 

つ
て
人
問
吖
集
合
が
促
進
又
は
^

^
ぜ
ら
故
る
^

^
あ
る
が
そ
れ
筆
は
社
會
的
進
化
の
主
耍
原
因
で
は
な
い
。

-
 

.

.

.::斯
ぐ
00
.
如
く

<;
て
色
ホ
の
社
食
の
相
對
的
勢
力
を
溯
る
、
.コ
ス
.ト

の
：考
察
f

る
ソ
シ
.
P
ト
リ
力
な
f

の
は
、
社
會
性
の
恶
調 

:

表4

ず
D
.人
口
集
團
ど
密
敗
を
氣
と
ナ
f

の
で
あ
2

て
、
人
口
數
と
人
ロ
1

中

叉

は

，全

-
<
ロ

に

對

す

る

大

小

都

市

人

ロ

め

割

合

を 

〈

以

含

人

'卩
■

と
Pが
計
#

の
根
據
と
啟
る
。
之

れ

塵

い

■て
.

r
r

ス
ト
ば
、'
準
九
世
紀
末
の
現
法
人
ロ
產
礎
と
し
て
世
界
大 

國
又
は
'
.
’
瘍
の
國
ヵ
指
數
反
び
社
#

性

指

數

を

箅

泔

し

、

佛蘭西一

 

五
五
社
會
ゼ
拈
數
ー
五

-
V 

■

_.
七

ぺ

-
ニ
-
ニ
。

太
都
市
の
人
ロ
學
的
考
察
の
限
界 

7
 

.
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h
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M

 

l

l

g

g

(

f

l

s

 と

四
四
、露
屋

は

ー

i

m

y

、其 

一“

 
U

G

f

g

#
圭

g

っ
い
て
各
ゼ
I

f

蕾

し

f

そ
_

均
國
ヵ
I

を
九
巧 

• 

u

f

て
ゐ
る
。I

、
和
蘭
、
瑞
典
、
威
諸
、
響

、
馨

牙

、

瑞
I

六
小
I

s

 

キ
數
は
i

八
こ
と
I

さ
れ
て
ゐ
る
。
此
の
義
的
計
I

l

f

の
は
、
次
の
，様
で
ぁ

る

：  

. 

s

w

 (

s

i

 

p

l

r
)

li
>:
a

s

 

X
 

I

f

f

i
 

(

s

a

l

)

 

f

 

V

A. 

f

 

f

 

t
e
s

 

f

 so
c
f

 
豐

r

k

?

-
M
.
f 
I

 

I

f

 

I

 

I

r
 

本

項

は

舊

s

f
 

f

 
I

 

I

I

I

,

 

B

f

き

I

 

I

l

i

r

s5
に
ょ
っ
た
。

,

'
;四

.

コ
ス
ト
の
學
說
以
外
に
人
口
數

f

:
そ
の

i變
化
と
を
社
會
現
象
の
：說
明
に
結
び
つ
け

.，f

の
少

な

く

な

ハc

推
コ

ス

ト

I

丨

I

、 

け

る

程

、
綜

合

的

包

括

的

で

な

く

又

第

一

義

的

で
丈

け

で

> 

ノ

ち

I

方
、
 

し

く
な
い

o
一
 
例

I

I

 

- 

■ 

;
 

S

I
ノ
6
1

嘉

|

 
ロ

學

的

雪

論

は

決

し

て

芝

w

f
の
ソ
ロ
.キ

ン

に

ょ

っ

て

揭

げ

ら

れ

た

置

を
一

瞥

す

る
と 

1
‘
人

口

數

及

び

密

度

と

生

命

作

用

と

の

關

係

:

(

a)

.
死

亡

率

(

b)

.
出

生

率

(

C)

人
口

^

^

U

人

口

數

及

.
び

密

度

と

移

民

と

の

關

係

11

一
人
口
學
的
因
子
と
戰
爭 

四
人
口
學
的
因
子
と
革
命
:

ノ
71
:

人
口
學
的
因
子
と
經
濟
現
象

C

5

生

産

技

術

(

b)

所

有

權

の

形

體(

C)

經
濟
的
繁
榮 

六
人
口
數
及
び
{視
度
と
社
會
組
織
と
の
關
係 

(
C

O

社
會
的
分
化
、
權
曆
、
分

離

(

b)

家
族
組
織 

.

七
人
口
學
的
因
子
と
政
治
I

社

會

制

度

の

.
形

體

と

の

關

係 

八
人
ロ
數
及
び
密
度
>

風

俗

習

慣

と

の

.關

係 

九

.
同

じ

く

觀

念

形

態

と

の

關

係 

(
a
_
>
.

言

語

の

進

化(

b)

宗
敎
、
神
祕
主
義
、
拜

物

敎

(

C)

平
等
主
義
的
觀
念
と
運
動
..

一
〇

人
口
學
的
因
子
と
社
會
盛
衰
と
の
關
係

然
ら
ば
是
等
の
諸
項
目
に
就
.い
て
人
口
學
的
に
何
が
物
語
ら
れ
る
.か
、
人
口
數
の
大
小
は
兎
に
沟
、
其
の
密
度
は
、
吾
々
'都
市
硏
究 

者
に
と
つ
て
.硏
究
上
重
要
な
因
子
.で
あ
る
が
故
に
、
斯
か
る
方
面
へ
の
一
考
も
決
し
て
徒
爾
で
は
あ
る
ま
い
.0
以
下
其
の
諸
點
を
簡
單

M

l

誉

I

 

I

I

 
I

I

E

i

 

f

 

I

I

大
都
市
の
人
0
學
的
考
察
.の
限
界
.
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火
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I
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'

人
口
の
大
サ
及
び
密
度
と
死
亡
率
の
關
係——

兩
容
問
に
積
極
的
相
關
々
係
あ
り
.と
の
說
、
又
は
少
く
i
も
他
の
修
件
に
し
て
不
變 

な
れ
ば
、
A

ロ
的
因
子
の
變
化
は
死
亡
率
の
增
減
を
芷
比
的
に
惹
す
倾
向
あ
り
と
の
說
：

.

.

.

、

.
 

.
/
. 

.
 

V
. 

,
 

:

.

「

,

I
'
;
’
.-’
,.
-
 

.
 

.

:

■

V
. 

.. 

.
 

ノ

人

忠

大

サ
•及
.び
密
度
と
望
率
と
の
關
係
は
、
反
之
、
；逆
此
例
的
S

事
、
即
ち
入
口
の
大
に
し
て
'密
度
大
'な
.る
場
合
，に
は
> 

然 

.ら

.ざ
^
場
合
に
比
し
て
、
.出

坐

率

：の
：減

少

を

坐

ず

、

.即

ち

；兩

者

の11
係
は
逆
比
例
な
り
と
の
說
：

從
つ
て
.人
：
ロ

增

加

文

ロ
.の
大
サ
.及
び
密
度
と
の
關
係
に
就
い
て
の
法
則
は
、
上
記
の
兩
命
題
の
立
證
の
如
何
に
ょ
つ
て
決
定
さ
れ 

る

坐

.
死

亡

萍

率

.に

對

す

る

人

口

學

的

因

子

の

關

係

を

，上

述

の

如

く

に

解

釋
.す
れ
ば
、
'所
謂
人
ロ
靖
加
に
關
す
る
並1

了
^

が 

成

立

す

る

B

ち
人
口
^

^(

人
口
の
火
サ
及
び
密
度
の
檢
加)

は
相
反
す
る
一
ー
作
別
を
並
行
的
に
發
生
せ
し
め
る
。
稀
少
人
口
は
出 

_

を
大
に
.しK

人
口
s

-i
l

を
伴
ひ
之
れ
に
ょ
つ
て
生
I

樊
人
ロ
は
出
生
率
減
少
、
死
亡
率Q

焚
を
促
し
て
人
口
僧
加
を
抑 

止
す
る
。

人

口
の
大
サ
及
び

{街
度
と
夥
民
と
の
關
係

|

(

一〕

同

一
社

會

の

歷

史

中

に

あ

つ

て

は

、
人
口
密

度

の

急

激

な

る

彭

脹

s

,±
、
其
の 

後
に
此
の
^

^
ょ
り
出
る
.移
出
戾
の
增
加
、
之

れ

に
ょ
る
他

壊

域

に

對

ず

る

强

度

の

駕

化
を
伴
ふ
。
密

度

に

於

け

る
停

滞

又
は 

:

減

少

.Q

f
lt
後
續
し
て
此
め
障
ょ
り
の
移
出
者
は
域
少
し
時
と
し
て
は
他
地
方
ょ
り
移
入
民
を
招
來
す
る
期
間
が
發
坐
す
る
。

2 

C 

!
般
的
規
則
と
.し
‘て
移
住
，：の
潮
流
は
、
念
激
に
墙
加
す
る
人
ロ
領
域(

又
は
ょ
り
大
な
る
效
艰
的
多
1
カ
を
有
す
る
人
ロ
領
域)

i

•增

加

力

..の

劣

弱

な

る

領

域

へ

と

流

れ

る

*

人

口

學

的

因

子

と

戰

郇

と

の

.關

係

I

一
 

領
土
に
於
け
る
人
.ロ
梢
加
は
共
の
人
口
が
過
'剩
：と
な
.つ
た
場
合
、
植

民

に

ょ

つ

.て
北
ハ
の
作 

JI
J
を
輕
減
緩
和
せ
.し
む
る
が
、
時
と
し
て
は
、
比
の
作
州
は
戰
_

を
坐
.み
出
す
原
因
と
な
る
。
戰
#

は
人
ロ
增
加
の
効
见
的
防
.!
1
;
.作 

用
の
一
つ
で
ぁ
る
？
人
口
學
的
耍
因
は
、
經
濟
的
擴
張
を
要
望
し
て
戰
爭
の
必
然
的
原
因
と
な
る
。

人
.ロ.

學
的
園
子
と
革
命
1

丨
人
ロ
學
的
過
程
に
於
け
る
趴
⑩

の
動
態
期
.は
同
時
に
罾
レ
き
心
理
的
變
動
、
芾
命
、
内
的
危
機
の
時
期 

で
あ
る
0

:

:

.

ダ.
.

」

‘ 

.

.

 

, 

. 

.

■>
:
、
.
- 

. 

/
:

.: 

. 

.

人
ロ
學
的
因
子
と
.經
濟
瑰
.象——

'
:

(
1
〕

坐
®

技
術
.と
の
.關
係
。
人
口
の
墙
加
密
度
.の
.
.稠
密
は
坐
產
技
術
の
改
提
進
步
”
坐
產
形
式
の
集
約
化
.の
原
因
と
な
る
、
即
ち
社 

#
的
巡
步
、
文
明
は
人
：|:
1

の
數
量
的
增
加
の
所
產
で
ぁ
る
、
或
.ひ
は
密
度
太
な
る
人
ロ
は
技
術
を
一
勝
發
達
せ
し
め
、
人
口
密
度
小 

な
る
社
#

は
技
術
的
發
明
に
乏
し
い
。

(

ニ)

人
口
學
的
因
子
！
听
有
權
財
産
權
と
の
關
係
。
‘
人
口
.獲

な

る

社

#

に
於
け
、る
經
濟
上
の
所
有
權
關
係
は
箬
制
度
が
謹
し
、 

其
.の
爵
の
場
合
に
は
共
有
_

が

支

配

し

て

：ゐ
.る
。：

> 

. 

:

尺
郎
市

»

<
«"
4,哄
的

.考
辨
の
限
界

' 

.. 

，

-
r
: 

(

ニ
ニ
：ー.5
:



大

都

市

の

人

ロ

學

的

巷

察

の

限

男

I

8

)
人
口

學
的
因
子
と
經
濟
的
蒙
と
の
關

係

。

商
工
業
の
發

達

、

生
活
標
準
の
向

上

、
.經

濟

的

麗

の
所
進
は
、
人
口
の
密
度
の 

增
«

に
關
係
せ
し
め
ら
：れ
て

ゐ
る

0
ニ

般

に

袞

ふ

經

濟

學

土

の

人

ロ

學

說

又

.は
法
則

0.

. 

• 

: 

■ 

• 

. 

.

人
口
：の
大
サ
及
び
密
度
.と
社
.會
的
龃
織
の
形
體
と
の
關
係

(

一)

人

口

學

的

因

f

l

的

分

化

、

I

、
：
分

離

。
人

S

增

I

は

密

度

I

は
、
社

會

的

分

化

を

俾

ひ

、
更
に

社
會
的
階 

u

f

n

i

i

し
め
、

I

I

I

又

は

增

f

。

I

一
 
方

に

は

地

理

的

I

的

分

業

、
他
方
に

は
機
#

6
/刀
*

の
發
達
が
以
上
の
人
口
學
的
因
子

に

關

係

づ

け

ら

れ

て

說

明

さ
る
。■

.

(

ニ)

家
族
制
度
と
の
關
係
。
婚
姻
形
式
又
は
家
族
選
の
變
化

を

人

口

的
I

に
於
い
て

I

す
る
。
例

へ

ば

、
族

外

結
婚
、

多
蜜
制
、
入
夫
制
婿
姻
形
態
？

社
會
群
の
數
I

s

示
す
、
：蓋
し
其
等
は
.い
づ
れ
も
そ
の
社
會
の
人
口
增
藥
に
外
な
ら 

ぬ
か
ら
。

-

政

治

的

社

會

的

制

度

と

人

口

學

的

因

子

と

の

關

係

i

制

、
民

主

制

、

王
制
、
共

和

寒

の

政

治

的

形

體

、
.及
び

藤

農

奴

、
自 

“
屢

I

仰

、

平

等

社

會

等

の

社

會

的

制

度

を

奢

し

て

、
人

口

の

大

小

、
密

度

の

粗

密

に

ょ

？

霸

せ

ん

と

す

る
も
の
o
.

人
ロ
學
的
學
と
發
I

び

馨

と

Q

 

i

—

人
ロ
及
I

度
I

 

I

f
促
し
天
才
I

I

因

で

蒙

H

風

俗

習

惯

と

人

口

學
的

因
子

と
の
關
係

1

風

俗

習
慣
は
社

#
的
に

制
約
せ
ら

る

、
も
の
と
し
て
、

性
交
、
妊
娠
、
出
坐
、
死
亡
等 

に
關
す
る
そ
れ

等
は
人
口

學
的
因
子
に
恶
く
も
の
と

考

へ
ら
れ
る
。

嬰
兒
殺
し
、

噴
胎
、

一
妻
多
夫
、
結
婚
延
期
、

妊
娠
豫
防
等
に 

關
す
る
諸
風
習
は
人
口

夥
多
又
は
過
剩
の
社
會
に
於
け
る
祚
在
で
あ
る
。
即
ち
人
口

學
的
因
子
は
如
上
の
現
象
に
關
し
て
は

或
る
程 

度
迄
、
遒
德
，
法
律
、
宗
敎
、
其
の
他
の
行
爲
の
性
質
を
決
觉
す
る
。

人
口
學
的
因
子
と
觀
念
現
象
及
び
形
態
と
の
關
係

(

一M

目
語
の
發
達
は
人
口
的
現
象
に
關
係
せ
し
め
ら
れ
る
、
即
ち
人
ロ
猢
密
、
集
團
の
大
サ
、
個
性
の
異
雜
性
等
益
e
堦
大
す
る
に 

連
れ
て
社
會
的
經
驗
の
量
に
富
み
、
知
的
生
活
の
か
い
充
實
す
る
藥
と
な
り
、
言
語
の
發
達
進
化
に
關
聯
せ
し
め
ら
れ
る
。(

ニ)

宗 

敎
神
祕
主
義
拜
物
敎
と
の
.關
係
o

人
ロ
粗
小
な
.る
社
會
の
心
理
は
.ょ
り
宗
激
的
に
し
て
神
祕
的
、
拜
物
的
で
ぁ
り
異
雜
性
が
少
な
い
。 

人
口
の
密
大
と
な
る
に
つ
れ
て
非
宗
教
的
、
實
證
的
、
異
端
、
個
人
主
義
、
異
雜
性
が
現
は
れ
る
。(

三)

平
等
論
的
觀
念
及
び
運
動

は
、
人
口
の
大
サ
、
.密
度
、
異
雜
性
、
流
動
性
に
.典
の
發
生
及
び
成
長
の
因
子
を
有
す
る
。

.
 

.
 

•
 

.
 

.

.

.

. 

•
 

,
 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

人
口

學
的
因
子
と
社
#

盛
衰
と
.の
關
係——

社
#
の
興
隆
又
は
滅
亡
、

或
ひ
は
其
の
時
代
的
反
覆
を
人
口

現
象
に
據
つ
て
說
明
す 

る
、
例
へ

ば
人
ロ
稀
跪
に
し
て
密
度
の
粗
小
な
時
代
に
於
.い

て

は

國

內

の

：社
-.
'
#的
差
違
著
し
く
な
く
其
の
墙
殖
ヵ
も
大
で
ぁ
る
が
、

大
都
市
の
人
口
學
的
8

の
限
界 

二

三

(

ニ 
ニ
三
七〕



大
都
t

人
I

.

雲

I

 

ニ

西

(

ニ 

s

s

 

今

し

>
,人

ロ

梢

火

し

密

度

漸

く

玄

な

る

，
ゃ

社

會

的

階

麓

譲

を

生

じ

よ

下

ー

|

|

從

っ

て

篕

ヵ
|

|

泰

し

，む̂
 

に
至
：
る:.
0
词

童

人

-P
.- M
剩
I
告
げ
、
治
の
其
の
部
分
.读

.雯

は

.平
和
的
手
段
を
似
; 0
て
國
^
 

ぶ
に
此

の

拟

の

鬆
S

燈

鏡

■

驚

證

矣

土

讓

の

_

が
_

倉

る

。
而」

て

潭

醫

量

び

■

に
_

す
る
分

子
は
主
と
し
て
進
取
的
强
狀
的
多
産
的
分
子
で
あ
つ
て
、

此
の
鑛
張
的
經
過
の
.內
に
社
食
は
か
、
る
分
子
を
失
ふ
f

な
る
0

心 

迎

鋈

宏

へ

ば

：

愛
國
<
、
R

主

義

の

旺

盛

な

時

代

で

あ

：つ
て
'

母

圃

q

爲

め

に

；す

る

植

届

及

び

_

の
.榮

光

囊

、

：

著

し

き

共 

同
一
致
の
精
神
に
共
の
特
徵
を
見
出
し
、
'國
民
的
感
激
汲
び
興
奮
の
前
に
個
人
的
思
慮
の
進
ん
で
霧

に

さ

れ

る

愛

國

的

時

t
で

あ

な• 

•
 

.
 

• 

H 

- 

- 

- 

• 

. 

. 

. 

i 

.<
 

»

此
の
時
代
に
親
い
で
衰
退
期
に
入
る
以
前
の
文
化
燜
熟
期
と
.も
|
,
5可
き
も
の
，が
來
名
.。
即
ち
戰
爭
又
は
植
民
に
ょ
っ
て
進
取
双
敢 

而
し
て
多
產
的
な
分
子
を
失
ふ
次
社
會
は
人
口
の
增
加
叉
は
增
加
率
に
減
少
を
來
す
鄯
と
な
り
、
-更
に
確
然
と
差
別
せ
ら
れ
た
上
於 

階
級
め
蛸
殖
カ
の
莫
大
な
る
減
少
は
、
此
の
人
口
減
少
の
趨
勢
を
資
け
る
。
此
處
に
於
い
て
下
歷
階
級
の
增
殖
力
は
以
前
ょ
り
も
低 

く
は
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
上
流
階
級
の
そ
れ
ょ
り
も
大
で
ぁ
る
增
謂
カ
が
、
上
流
階
級
の
生
產
カ
不
足
に
ょ
っ
て
生
じ
た
間
隙
を
補 

ふ
祺
と
な
る
°
即
ち
人
1
1增
加
の
勢
、
.{
1

:

ま
る
と
共
に
下
曆
ょ
り
上
曆
に
向
く
上
昇
運
動
は
漸
く
盛
ん
と
な
り
、
此
の
運
動
を
妨
げ
て 

ゐ

た

以

. ^
の
障
潜
は
悉
く
除
去
さ
れ
る
に
至
る
。
社
#

は

「

民
主
的」
に
な
り
、
同
時
に
人
ロ
说
=
加

の

亭

止

又

は

減

少

及

び

.植

民

也 

搾
取
の
射
#

、
. ^
降
の
|
§
濟
的
福
11
は
附
進
し
生
沽
檩
^

の
向
上
を
促
し
逸
-^
著
移
の
風
を
生
ず
。
文
藝
の
興
隆
を
生
ず
る
と
共
に
、 

工
業
も
幾
多
の
奢
侈
逸
樂
の
用
途
を
助
け
る
。
斯
く
し
て
ェ
_業
化
、
都
市
膨
脹
、
商
t

.發
展
、
人
口
の
都
市
集
中
が
共
の
^

色
と
な
、

り
、
商
工
業
的
都
#

文

化

の

，時

代

を

現

出

せ

し

め

る

？

/ 

…

政
'治
的
に
は
炫
、

H-;

的
と
.な
り
、
心
理
的
に
は
、
以
前
の
愛
國
的
课
敢
與
猛
軍
事
的
の
氣
風
，は「

小
市
民
的」

と
な
り
佌
界
主
義
的
平
和 

論
的
風
潮
を
坐
み
出
す
0
常
及
び
貨
幣
に
對
す
る
追
求
が
能
靡
と
な
り
、
：か
く
し
て
經
濟
的
文
化
ぬ
繁
榮
は
社
會
を
し
て「

女
性
化」 

..せ
し
め
た
：の
'で

ぁ

る

。
.
，

:

し
か
じ
そ
の
社
食
は
此
の
時
に
於
い
て
第
三
期
の
衰
退
期
に
久
る
。
第

，一
の
.徴
候
は
農
村
入
ロ
の
衰
微
で
ぁ
り
、
農
業
の
衰
亡
で
.ぁ 

.

.る
。
：農
業
人
口
：の
減
少
、
'從
つ
て
堦
殖
ヵ
の
—

®

a

の
破
綻
は
、
都
會
工
業
の
製
品
に
對
す
る
需
要
を
減
少
せ
し
め
、
都 

#

に
於
け
：る
商
工
業
及
び
一
般
罾
_

的
趴
双
を
双
殳
し
所
謂
砠
_

過
剩
を
砠
ヰ
す
る
。
^

に
於
い
て
此
の
.經
濟
界
の
惡
化
_に
ょ
つ
'て 

.最
も
痛
切
.に
影
響
さ
れ
る
者
は
都
市
勞
働
著
で
ぁ
る
。
他
方
に
は
か
、
る

社
- #
に
は
不
生
產
的
な
年
金
其
.の
他
定
收
入
寄
食
老
が
夥
‘ 

し
い
録
に
增
加
し
て
ゐ
る
。
政
府
は
擴
太
し
た
領
土
、
植
民
地
を
維
持
す
る
爲
め
に
瓦
額
の
國
費
を
必
要
と
し
'
課
税
茁
腮
に
ょ
ら
ざ
.

.

る
を
得
な
く
な
る
。
社
#

的
危
機
、
秩
序
素
亂
、
騷
撥
は
此
の
期
の
：所
產
で
ぁ
る
。
階
級
闘
# -
に
熾
烈
と
な
り
益
*
社
會
情
勢
p

in
l
花
 

，を
寒
る
o
:此
の
形
勢
に
喔
し
て
政
府
の
干
涉
は
飧
加
し
、
經
濟
坐
沿
に
干
渉
統
制
を
加
ふ
る
事
多
大
と
な
る
に
拘
は
ず
、
..情
勢
の
恢 

禊

を

求

め

得

ず

、
：其

の

社

'#
ほ
遂
に
没
落
の
淵
へ
と
迪
る
o 

: 

:
 

•

'
五
_ 

' 

•

以
上
に
直
つ
て
社
會
現
象
.に
對
す
る
人
口
學
的
說
明
の
概
略
を
紹
介
し
た
。
人
口
學
的
社
會
學
は
、：.本
來
人P

學
的
或
'ひ
は
生
物
學 

的
問
題
を
說
明
す
れ
ば
.：C

出
生
死
亡
、
人
ロ
增
加
率)

：

孤
龠
體
淛
:%
論
じ
：：.

(

郡
市
農
対
社
蕙
政
治
現
象
も
說
明
す
れ
：ば

(

尊
制
民
主

穴
都
市
.の
人
.：3
學
时
考
察
.の
限
界 

ー

ー

耳

(
1
1

ニ
！一

r

九〕



:大
.都
市
.の
'人

.0
^
.的

考

祭

の

.

.
限

界

 

ニ
'
六

.、
二 
ニ 
M

o)

.
你
體
.

)
經
濟
現
级
を
解
說
し(

分
業
論
所
有
#
ir)

心
理
的
精
神
的
現
象
も
宗
敎
的
文
藝
的
問
題
に
も
充
分
な
る
說
明
を
與
ベ
ん
と
す 

る
•(

風
俗
論
宗
敎
論
思
想
觀
念
の
.分
拆
等
々)

o

是
等
の
太
規
锻
な
る
意
圖
に
對
し
-7
:
敬
意
を
表
は
し
得
る
も
、其
の
所
說
.必
ず
し
.も
全 

部
が
肯
緊
を
得
た
り
と
はM

ひ
難
い
。
成
程
、
菇
等
の
社
會
的
諸
關
係
諸
現
象
は
人
口
學
的
數
置
又
は
構
成
に
何
等
か
關
係
が
あ
る
檨 

に
見
ぇ
る
。
例
.へ
ば
都
市
即
ち
人
口
密
度
の
最
高
の
土
地
.に
は
社
會
的
に
は
分
業
が
盛
ん
で
心
理
的
に
は
非
愛
國
的
非
鄕
土
的
で
且
つ 

世
琚
主
義
的
で
あ
り
、
政
治
上
で
は
表
面
的
に
は
民
主
的
で
、
社
會
の
決
定
的
因
子
は
生
と
し
て
經
濟
的
で
、
其
の
上
層
權
戎
と
し
て 

の 

一
^

文
化
の
諸
機
能
も
豐
富
で
あ
る
。
死
亡
率
は
、
動
物
に
ょ
る
坐
物
試
驗
を
行
は
な
く
.て
も
、
密
集
地
域
'に

太

で

あ

，
る

事

は

、

充 

分
な
る
根
據
を
以
つ
て
考
へ
ら
れ
る
。
し
か
し
諸
事
情
斯
く
の
如
し
と
云
ふ
を
以
つ
て
、

1

定
時
に
一
定
所
に
於
い
て
並
#
し
て
ゐ
る 

諸
現
象
は
い
づ
れ
も
、
其
の
一
つ
に
他
の
全
部
と
を
連
絡
せ
し
め
て
解
說
し
得
る
や
否
や
。
其
の
特
定
的
社
會
の
綜
合
的
諸
現
象
は
八
， 

B

.

C

.

D

.

E 

. 

:

/

N

に
及
ん
で
ゐ
る
と
す
る
。
此
等
の
綜
合
的
諸
現
象
は
何
か
の
.根
本
的
一
元
的
乃
至
は
多
元
的
或
ひ
は
主
要
な
因 

子
又
は
諸
因
子
を
源
と
し
て
潑
生
'レ
て
來
た
も
の
.
.で
あ
ら
ぅ
。
所
で
此
の
諸
關
係
が
同
時
、
同
所
に(

或
ひ
は
偶
然
か
も
知
れ
な
い
が
兎 

に
約)

並
在
す
る
と
.云
ふ
事
丈
け
で
、
八
或
ひ
は
3

或
ひ
は
そ
の
他
の
も
の
、

ー
つ
、
即
ち
；2
:は
、
他
の
凡
べ
て
に
線
合
的
に
或
ひ
は 

部
分
的
に
相
關
々
.係
に
立
つ
と
麗
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。「

同
時
暴
在
し
て
ゐ
るQ

だ
か
ら
、
何
等
かQ

關
係
は
あ
ら
ぅ」

と
推 

察
す
る
す
は
勝
手
だ
が
か

X
る
素
朴
な
社
#

觀
察
を
以
つ
て
、
あ
る
一
學
を
捉
へ
來
り
、
そ
れ
に
ょ
つ
て
他
：の

鑫

を

說

明
亡
ん 

と
す
る
は
1'
め
て
细
謀
で
あ
る
。
殊
に
人
口
學
的
^
統
it
的
取
极
ひ
は
、
あ
る
結
論
を
有
効
な
ら
し
む
：る
.爲
め
に
は
、

JI
:ハ
の
前
提
に
於 

い
て
'充
■分
な
る
射
#
分
柝
が
必
要
で
あ
る
。，
人
口
の
大
サ
.及
び
密
度
に
於
い
.
.て
の
比
較
を
行
.ふ
場
合
に
、
吾
..々

は
疋
規
的
な
社
會
を
瘭

.

.準
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
例
へ
ば
軍
師
圑
.の
駐
屯
地
は
共
の
人

口

及

び

密

度

が

，他

の

都

，會

叉

は

町

と

同

一

で

あ

つ

た

と

し

て

も

、 

全
部
の
現
象
や
諸
制
度
施
設
を
相
似
と
し
て
ML
:る
事
が
不
可
能
と
，な
る
。
從
つ
て
此
の
場
合
典
型
的
な
聚
§

體
：は
何
で
あ
る
か
を
充

分
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
又
人
口
密
度
は
大
體
、
行
政
區
割
を
蕋
礎
と
し
て
行
は
れ
る
が
、
之
れ
が
社
會
的
經
濟
的
の
.全
ー
體

.

.

. 

.
-■ 

• 

•

の
區
域
を
示
す
も
の
で
な
い
琪
は
明
か
で
あ
る
.、
其
れ
故
、
行
政
區
割
に
蕋
礎
を
置
く
銃
..計
法
は
、
社
會
學
的
經
濟
學
的
知
識
に
蕋
く 

修
正
を
必
要
と
す
る
。 

'

斯
く
の
如
く
し
て
統
計
學
的
結
論
を
有
効
に
使
用
す
る
事
に
當
つ
：て
は
、
當
該
社
會
の
充
分
な
る
經
濟
學
的
社
會
學
的
分
柝
を
必
要 

と
す
る
。
此
の
分
拆
に
從
つ
て
、

一
社
#
,に
、

實

際

並

列

，並
#

す
る
諸
現
象
の
中
、
：何
が
重
要
な
る
因
子
で
あ
り
、
何
が
偶
然
的
因
子 

で
あ
り
、
何
が
因
艰
的
原
因
で
あ
り
、
何
が
單
な
る
竝
行
的
分
子
で
あ
る
か
V
理
解
せ
ら
る
\

°
之
れ
は
統
計
に
よ
つ
て
援
け
ら
る
、 

事
大
で
あ
る
が
、
此
の
前
提
的
な
分
柝
な
く
し
て
は
、
現
實
社
會
の
理
解
に
銃
計
の
役
立
た
ぬ
事
、
又
分
明
で
あ
る
。
故
に
、
單
に
人 

ロ
の
.夥
大
な
る
所
、
人
口
の
^
密
な
る
所
に
现
は
れ
た
諸
現
象
を
、
金
部
、
人
口
學
的
因
子
に
よ
つ
て
說
明
す
る
の
は
不
可
で
あ
る
。 

竝
行
的
關
係
に
あ
る
も
の
は
、
.人
口
學
的
因
子
に
よ
つ
て
そ
の
現
象
が
數
字
的
に
表
現
さ
れ
る
と
云
ふ
事
は
•あ
る
。
し
か
し
：

a
.

行
的
關 

係
は
直
に
因
艰
的
關
係
で
は
な
い
。
人
ロ
學
的
因
子
の
0

と
當
該
現
象
又
と
は
共
に
他
の
卩
^
る
因
子
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
て
來
る
も 

の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
更
に
又
、
逆
な
關
係
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
、
上
述
の
文(

即
ち
或
る
覌
象)

が
直
接
0

を
決
定
し
て
ゐ
る 

か
も
知
れ
，な
い
。
'茲
に
於
い
て
三
様
の
關
係
が
'成
立
す
る
、
即
ち 

.
0
が
乂
.
を

決

定

す

る

大
都
市q

人
口
-
的
者
察
の
限
界 

ニ
.七

a
m

四
一)



大
，都
1|
1
.の
人
ロ
^
的
考
察
.の
：限
#

. 

. 

ニ
八
、

0
1
1
:
1
£
5

芩
が
1)
.を
決
&

す
.る
'

■!)
パ
.又

1̂
1
ハ.に
' 4
の
隹
--
1
17
に

ょ

つ

て

決

定

さ

れ

；て

ゐ

る

.

か
、
る
複
雜
光
事
情
を
綜
合
し
一
て
賢
明
な
，る
硏
：究
者
は
、
各
因
子
の
決
芡
龍
係
を
相
冱
的
と
し
て
複
合
的
關
係
を
採
用
す
る
。
此 

處

に

煺

述

べ

た

斯

の

：
ソ
ロ

.キ

シ

麗
2
の
：如

き

は

其|の
：好

適

例

で

ぁ

る
::
°

:

'.
-

更
に
人
ロ
.
.學
的
、
統
評
的
說
明
は
、
：多
く
の
現
象
を
決
定
す
.べ
べ
、
典
れ_

i
g

と
し
て
は
、
即
ち
數
量
的
觀
念
と
し
て
は
、
數
の
局 

限
に
於
い
て
不
明
確
な
る
も
, 0
が
ぁ
る
0

赞
逋
人
ロ
ニ
千
人
以
上
何
千
以
下
、
ニ
萬
人
以
:h
何
萬
以
下
V

兰
十
萬
人
以
上
何
十
萬
以
下 

と
云
ふ
等
級
別
を
行
ふ
。
數
序
は
其
0
.表
現
が
：ぁ
ま
り
に
明
確
過
ぎ
る
;0
故
に
-吾
々
は
現
代
大
都
市
を
人
ロ
百
萬
を
以
つ
て
單
位
と
す 

る

と

考

へ

る

が

、

九

十

何

萬

の

都

市

，を

以

つ

セ

.一
大
：都

帘

と

考

べ

'る
、
に

_

躇

し

な

い

'0
し
か
し
統
計
的
'に
見
れ
ば
九
十
九
寓
九
千
九
百 

九
十
戈
人
の
人
ロ
を
有
す
.る

都

市

は

人

ロ

百

萬

以

上

.
の

都

市

等

級

に

は

入

れ

な

い

:0
從

つ

.て

此P
弊
を
除
く
實
際
の
用
途
に
當
つ
•€
,
は 

概
數
を
用4

^
?

の
.外
は
な
い
。
普
々
の
考
へ
風
つ
屋
す
^

大
都
會
現
嚴
な
る
も
の
.が

人

ロ

亩

萬

前

後

の

，都

市

に

發

生

し

流

行

し

て

ゐ
 

.る

が

放

に

、

吾

，々

は

苜

萬

の

近

似

數

を

以

づ

て

大

都

市

の

數

的

檩

準

と

す

る

の

で

ぁ

る

。
：

 

.

同

じ

勒

は

、

人

ロ:^
的
.因
子
と
そ
れ
に
ょ
つ
て
決
货
せ
ら
る
可
き
社
會
逾
象
と
_の

關

係

に

就

，い

，て

も

云

ひ

_得

る

°
數
置
に
於
け
る
一
 

の
1

加
叉
は
減
少
Id
、
一
つ
の
變
化
で
あ
次
。
し
か
し
此
の
變
化
は
直
ち
に
社
#

現
.象
の
變
化
に
影
響
を
及
，ぼ
す
も
^
と
は
云
.へ
な
.い
。 

從
つ
て
數
.に
於
け
る
變
化
に
も
ぁ
.る
1;
^
|

程̂

を

求

め

て

來

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

、

又
.其

の

標

^

^
程
'に

於

い.て
の

凡

.
、
ベ

て
.の
：變
化
が
常 

に
:1
會

-'
^

:'
#

に
^

け
^

變
化
^
伴
ふ
と
も
1

へ.ぬ
。
,■ '■ Ji
t
.の
變
化
の
中
の
或
る
も
：の
丈
け
:^
:社
會
現
1

It
.變
化
を
生
ぜ
：し
.む
.

場̂
合
が
：多

.>.
?

同

じ

；比

率

で^

つ
.

も̂

、】

；萬

の

都

市

め

人

ロ

倍

加

と

百

萬

の

都

市

人

ロ

が

，ニ

百

萬

^;
帑

：ク.た

，の
で
ば
ぐ

 

'
處
.に
現
ば
れ
る
社
會 

現
象
の
變
化
は
同
一
で
は
な
い
9
.故
に
.

の̂
，際

.

「

人
ロ
が
#;
く
な
れ
ば
：

.
と
な
る」

と
^

ふ
常
識
に
近
い
#.
11
は

成

立

す

.る

か

も

知 

れ
な
い
0-
.し

か

し「

何
程
丈
け
多
く
な
：る
と…

；J

に
就
い
て
^
概
數
丈
け
し
.
.か
示
し
#

ぬ
^

^
が
多
い
、
例
へ
ば
、
一
社
會
IP
於
け
る 

,
人
口
，過
'#
と
入
ロ
過
少
と
の
關
係
に
於
い
て
、
過
度
ぬ
增
加
率
は
酞
會
的
不
幸
の
M

因
と
な
る
と
北
ハ
に
：過
度
の
減
少
率
も
亦
、
同
機
に 

社
會
的
不
幸
^
招
来
：せ
し
め
る
。
，：從
っ
て
、
、共
の
社
#

に
就
い
.て
の
人
.ロ
適
度
の
標
準
を
設
け
る
誰
と
&'
り
、
一
觉
の
條
件
に
於
い
て
、 

.
人
.
'ロ
.，の

爾

減
;^
此
'の

擦

準

を

中

、
も

と

し

；
て

.励
く
場
合
に
、
^

0
社
#
'の
.麵
服
を
ー
ル
.々
.
'し
得
.
'る
に
±
^

る
。

,

,

更
に
宗
罾
、

る
も
.の
を
人
ロ
學
的
數
字
に
於
い
て
物
語
る
は
_

雛
で
あ
る
と
共
に
危
險
.が
多
い
。
平
等
主
義
的 

«

府

：は

必

ず

し4
.人
口
數
の
大
小
一
、

密

度

の

'密
餌
に
よ
っ
て
直
接
又
は
間
接
に
も
決
^

せ
ら
れ
る
も
‘の
で
も
な
か
ら
ぅ
し
、
よ
し
又
#
 

„
の
如
に
連
絡
が
^

り

と

す

る

：も

、

以

前

に

：述

べ

た

る

が

如

く

、

如

何

な

る

數

#

が
平
等
生
g

g

Min
J
を
^
む
が
は
、
直
に
囘
答
せ
ら
る 

も
の
で
^
な

く

、

又
一
一
.っ
の
國
を
比
較
す
る
場
合
、
人
口
.の
多
.い
方

の

；
國

が

必

ず
’し
も
平
等
.生
義
的
，な
國
.で
.あ
る
と
も
宏
ひ
難
い
。 

耍
す
る
に
、
：人
口
擧
的
因
子
は
、
社
會
：の
綜
合
的
現
象
の
ー
相
で
.あ
る
に
過
.ぎ

な

い

？

其

：の
.數

量

的

變

化

は

純

然

た

る

自

己

決

究

的 

で
は
：な
い
。
：人
ロ
墙
刺
の
み
が
技
術
の
發
達
を
促
す
と
は
云
ひ
雛
く
、
逆
に
技
術
の
進
歩
.が
人
ロ
の
：膨
脹
を
許
し
て
ゐ
る
靡
！

.る
o 

從
っ
て
人
口
現
象
は
あ
る
他
の
現
象
を
決
定
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
其
の
關
係
が
間
接
的
：な
る
場
合
.が
.

あ
：：

り

、
'
又

直

接

的

な

石

場

合

に 

も
：
*
<ロ
.現
象
向
體
.が
.上
位
$
因

子

：に.よ
.っ
'で
決
觉
さ
れ
て
ゐ
る
©

合
%

あ
る
、
，
即
ち
13
:
. 

C

A
ロ
學
的
因
子)

は
f

.(

他
.の
.因
子)

を 

決
定
す
る
が
,'
D
自
身
が
ダ(

上
位
の
因
子)

に
よ
つ
て
決
定
せ
ら
れ
た
結
來
と
し
て
f

が
生
.ず
る
場
合
も
あ
る
。
此
(o
li
f

D

i

f

i
 

夫
'都
市
：の
人
:0
擧
的
#
察
.の
限
.界 

二
：；

九

a
H
w
I
l
o
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都
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限
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a

三
西
四〕

の
間
に
は
ー
直
接
に
じ
て
他
の
も
の
乂
交
渉
寒
る
V
.餘
地
な
き
純
粹
關
係
が
證
明
せ
ら
れ
ぬ
f

D

に
よ
る
f

の
說
明
は
第
一
義
的 

の
も
の
た
り
得
ぬ
。
俠
へ
ば
都
會
人
ロ
の
年
齡
構
成
を
見
れ
ぱ
中
^

期
に
屬
す
る
人
ロ
が
比
較
的
に
多
い
と
妄
は
れ
て
ゐ
、
而
し
て
此 

の
事
は
出
生
カ
の
旺
盛
を
示
す
も
の
.で
あ
：る
か
ら
し
_て
都
會
の
人
ロ
.
.の
出
生
カ
及
び
人
ロ
增
加
カ
.に
充
分
影
響
す
る
も
の
で
な
け
吖
ズ 

な
ち
ぬ
。
故
に
、
他
に
此
の
出
生
力
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
.、
無
い
限
り
、
都
#

人
口
の
出
生
力
に
、
其
の
年
齡
權
成
に
も
乍
ら
ず
、 

充
分
な
る
實
現
を
見
ず
と
す
る
な
ら
ば
、
其
の
豫
想
出
生
カ
不
實
現
は
、
或
ひ
は
人
口
擧
的
因
子
即
ち
密
集
的
狀
態
が
出
生
力
を
減
少 

せ
し
む
るQ

作

用

に

よ

っ

て

霞

首

る

-
か̂

も

知

れ

な

い

。

し

か

し

、

之

れ

が

爲

に

は

、

年

齡

置

と

.崖

ヵ

不

實

現

と

の

間

に

他
 

の
障
害
丨
例
へ
ば
經
濟
的
必
要
に
よ
る
獨
身
生
活
、
結
婚
忌
避
、
產
兒
制
限
等
，(

之
れ
等
は
人
口
學
的
要
素
に
よ
っ
て
の
み
霞
せ 

ら
れ
.

f
の
で
な
い)

—

.の
存
在
及
び
作
用
を
排
除
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
實
際
に
於
い
て
は
か
、
る
排
除
は
全
然
不
可
能
で
あ. 

り
、
又
寧
ろ
無
意
義
で
.あ
る
。
鳥
類
鑛
の
實
驗
的
密
集
試
験
よ
り
得
た
る
其
の
生
產
力
の
坐
物
學
的
結
論
は
生
物
と
し
て
の
人
間
に 

常
て
.嵌
る
I

知

れ

な

い

が

、

都

市

人

口

の

生

産

力

狀

況

を

說

明

す

る

方

法

と

し

て

は

：、

餘

り

に

.單

純

過
ぎ
て
ゐ

る

。

若
し
都
市
人

口

 

の
i

力
の
豫
想
せ
ら
る
可
I

の
よ
り
低
率
な
る
を
經
濟
的
原
因
社
會
的
原
因
に
上
っ
て
.說
明
す
る
と
し
て
、
更
に
之
れ
を
人
口
學 

的
に
書
せ
し
め
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
出
産
力
減
少
を
伴
ふ
が
如
き
經
濟
的
社
會
的
原
I

，
必
然
に
人
口
學
的
因
子
に
よ
っ
て
優

先

 

的
に
決
定
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
t

と
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
f

f

は
F

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
、
F

は
D

に
よ
っ
S

み
決

定
さ
れ
グ
▲

ち
1

1

1

4

fの
關
係
ヵ
成
立
ず
れ
ば
f
は
間
接
的
で
は
あ
る
が
q—
f 

F
.
+
W
の
決
定
方
法
が
必
然
的
で
あ
る
が
故
.：.
 

に
9

l

f
の

決

定

も

必

然

的

で

あ

る

々

此

：
の
，
際

の

'例
に
と
：つ
.て
.表

，
へ

ば

：

「

人

，
ロ

增

加

レ

；
て

經

濟

的

€
衍
忙
危
.殆
を
生
じ
、
從

っ

1 '
:

涫

挺

”

的
積
極
的
に
人
0
の
增
加
ヵ
滅
少
す
る」

.
と
云
■ふ
事
と
な
り
、
所
謂
マ
..ル
.サ
ス
の
‘人
：ロ
論
.に
該
當
す
る
察
に
な
.る
0
'し
か
る
.に
同
じ
人 

ロ
學
的
命
題
は
人
口
增
加
と
抜
術
の
發
展
と
の
關
係
を
許
し
て
ゐ
る
、
故
に
人
口
增
加
は
技
術
の
m

$
を
#
ひ
經
_
的
不
安
を
必
ず
し 

も
不
可
避
的
に
缁
く
も
の
で
な
い
と
云
ふ
事
に
な
つ
て
、
D

I

Fの
關
係
が
決
定
的
な
ら
ざ
る
が
故
に
ゎ
-
^
で
の
關
係
も
亦
必
然
的
で 

は
な
く
な
つ
て
來
る
。
M

に
密
集
が
出
產
ヵ
減
衰
の
原
因
と
な
る
と
云
ふ
說
に
對
し
て
は
'
勞
働
衮
階
級
の
出
產
ヵ
及
び
其
の
實
現
が

.H
對
例
を
提
出
し
て
ゐ
る
、
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
。

-
,
 

*
 

■ 

t

. 

.

.

. 

- 

.

.

. 

> 

.

.

.

•
以
上
社
會
現
級
に
對
す
る
人
口
學
的
說
明
の
不
備
に
就
い
で
說
ぃ
て
來
た
P
.此

の

不

備

.の

原

因

を

吾

々

は
、
.
.人
口
學
的
.取
扱
が
數
量 

に
就
い
て
の
み
終
始
す
る
爲
め
で
ぁ
る
と
解
す
る
0
故
に
社
會
現
象
、
今
此
處
に
問
題
と
な
つ
て
ゐ
る
都
市
社
#

の
：現
象
を
理
解
す
る 

に

當

つ

て

も

人

：ロ

學

的

な

數

量

的

解

釋

に

の

み

ょ

る

窜

の

_出
來
な
5

も
：の
が
多
い
0

旣
に
人
ロ
學
的
.に

、

人

、
ロ

の

大

、

密

度

の

火

.な

る 

社
會
は
、
社
#

的
分
業
、
分
化
.の
大
な
.る
も
の
と
敎
へ
ら
れ
'て
來
た
。
分
業
、
：分
化
は
質
に
於
け
る
觀
念
で
ぁ
る
、
百
萬
、
五
百
萬
の
、 

A
 
ロ
を
有
す
る
都
市
社
#

は
此
の
fr
CD
li
念
を
_中
心
.と
す
る
事
な
く
し
て
は
理
解
し
難
い
？
而
し
て
人
n
學
的
に
ば
.、
五
百
萬
の
都
市 

に
は
社
會
的
分
化
が
著
し
い
と
は
敎
ベ
て
吳
れ
.る
が
、
ど
ぅ
云
4
分
化
が
办
る
如
は
、
別
に
硏
究
を
耍
ず
る
所
.で
ぁ
る
0
例

..へ

ば

都

市
 

往
民
の
.職
業
別
、
.
坐
活
標
準
別
、
學
識
智
能
別
等
に
就
^

て
は
、
最
#.
人

ロ

學

の

領

域

內

の
'問
題
で
な
く
な
0

て
來
る
0
楚

等

.の

各

種 

の
系
統
の
各
に
就
い
て
は
洱
び
統
計
學
的
數
量
の
猨
助
を
借
り
る
事
大
な
り
と
雖
も
、
系
統
分
類
の
方
法
は
獨
立
の
も
の
で
ぁ
る
。
人 

n
學

は

、
，
此

の

點

、

社

#
的
#
、計

學

に

過

ぎ

な
.い
P

以

下

、

社

會

的

分

化

を

中

心

と

し

て

、

質

の

觀

點

に

立

つ

て

、

都

市

社

會

，

一
瞥 

大
部
市
の
人
卩
學
的
考
察
の
阪
界 

.
三
'一：

c

ニ
ニ
四
五
V



IV
'.f
f

I
；l
i I

:大
都
4!
*
.の
人
|:
1

#
的
#

察
の
限
#

,
v

.
:

'

-
ニ

\.
,
c ニ
ニ 
叫
六
}

し

：
て

：
、

.

以
.つ
，
て
：人

口

學

襲

究

：

と

對

比

し

そ

が'ょ
I

ベ
' 

:
,
,
: 

:

'
へ
.

：
：

'：
：
'

'

： 

:

■

.

.

:

六

■

■

.

:

.

:

'

,

: ■
:

■

:■
'

■

:

/ 

'

:

參

群

轚

は

、'生

態

學

の

ー'方
法
と
し
て
生
物
學
の
中
に
共
の
-
地
'位
を
古
む
る
も
.の
’ー
で
あ
る
が
、
其
の(

硏
究
ぼ
菩
々
に
少
く
と 

も
質
的
觀
點
に
立
つ
觀
方
?:
:
與
へ
た
も
の
.と
^

つ
Iて
い

、

。

何

故

な

れ

ぼ

、

坐

態

學

は

生

物

の

生

活

關

係

に

於

け

名

瓌

境

紅

對

す

る

^
 

様

：の

擧

問

セ
.あ

る

、が

故

に

、
.
'
:
甚
.タ
は
各
麵
^

1
の
生
物
を
、
：各
彳
特
殊
の
生
物
ど
0
.て
見
る
^

が
出
來
る
。
：
同
様
に
社
會
群
態
學
に
あ 

つ
：て

も

、

齊

々

ほ

入

間

を

，
人

間

と
1
K

ふi
般
的
型
^
於
け
名
生
物
と
見
な
い
，.で

、
、特

殊

の

類

及

び

種

を

持

つ

た

も

0
と
見
る
事
が
出 

来
.る
。
.坐
物
界
に
於
い
*?
:
.は
各
種
各
類
の
攝
取
す
る
營
養
分
は
A

或
ひ
は
異
な
り
、
.、或

ひ

は

其

の

攝

取

の

方

法

を

異

に

す

る

。
.そ

れ

故 

に
、
，：！
地
域
內
に
各
種
®

の
生
物
が
共
同
し
て
i

ず
る
事
が
出
来
、
兹

に「

0 -
0
景
*

^
そ
の
地
域
に
與
へ
$
歌
ど
な
る
9 

.

:人
[[
|
)社
會
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
生
命
0
維

持

ヒ

關

す

る

營

養

分

に

就

い

：て

は

全

體

ぬ

異

な

る

所

無

じ

..と

假

定

し

て

も

其

の

搦

取

の 

方
法
に
於
い
て
異
な
る
各
種
各
類
を
見
出
す
翦
が
出
來
る
。
即
ち
そ
の
生
活
々
動
於
い
て
、
全
人
類
は
決
し
て
單1

で
な
く
し
て
、
複 

合
的
で
あ
る
。
例
.へ
で
沄
ふ
な
ら
ば

、

現
注
の
社
#
に
於
い
て
の
人
問
の
營
養
素
は
貨
^
價
値
で
あ
る
o
之
れ
は
、
大
體
に
於
い
て
#
 

人
へ
に
共
通
な
營
養
素
と
み
て
差
支
が
い
。
し
か
る
に

各
人
は
此
の
營
養
素
の
攝
取
の
佐
方
に
於

^

て
決
し
て
1
機
で
な
ー
い
。他
人
の

故 

取

し

塞

分

を中
途
に

於
い
て
奪
略
ず
る

も
の
が
あ

り

、
っ
他
人
に
寄
生
す
る
，も

(0
.が
.あ
り
' 
或
a ：
'
は
蝕
に

.充
分
.な
る
養
分
を
貯
錄
せ
る 

者

炉

釭

认

、
.觅
に

多

く

ば

<
:
:
:
.

か

ら

玫

々

と

し

て

此

0 '
1

の
吸
收

.に
0
と
め
て
ゐ

.る
者
が
：あ
る

0
:.
:
;
_の：養
分

の

吸

收

匕

務

め

る

者

(0
'
^- 

に
も
色

々
な

坐
活
機

能
が

眺
め

ら
れ
る
。

土
：を
耕
ナ
者
、、
鑛
石
を
採
：る
者
、
热

を

獲

^
者

、
物

を

造

る

者

、
龜
擬
ず

.る
者
、
使

役

せ

ら

_■

る
、
^

I
人
を
娛
ば
す
^

、
智
識
を
授
く
る
者
、
治
■療
す
る
^

、
精
神
を
慰
む
る
#

:

:等

々

が

あ

る

.
:°
之

れ

等

は

ぃ

づ

れ

も

各

々

特 

殊
の
機
能
を
發
邮
し
て
#

の
營
'^
素

の
攝
取
に
努
力
し
て
ゐ
る
。
故
に
菩
々
は

.一
舣
生
物
界
に
あ
り
て
、
動
植
物
の
間
に
共
榮
共
猝
の 

實
あ
る
を
見
る
が
如
く
に
人
間
の
社
#

に
あ
っ
て
も
共
榮
共
#

の
現
象
を
見
る
の
で
あ
る
。
瓦
大
な
る
喬
本
の
群
生
よ
り
成
る
森
に 

は
.
其
の
下
に
灌
木
藪
あ
り
更
に
草
叢
を
與
へ
、
最
下
に
は
鮮
類
の
坐
長
が
あ
る
。
內
に
各
種
各
類
の
鳥
獸
を
组
棲
せ
し
め
て
、
茲 

に
堂
々
た
る
景
觀(

ラ
ン
ド
シ
ャ
フ
ト

)

を
現
出
し
て
ゐ
る
。
人
間
の
社
會
に
あ
つ
て
も
瓦
大
な
る
都
市
は
之
れ
に
も
比
す
べ
き
堂

 々

た
る

景
觀
で
あ
る

.0
中
央
政
廳
は
、
全
國
よ
り
收
納
せ
る
收
入
に
よ
っ
て
多
く
の
人
間
を
使
役
し
て
ゐ
る
0
商
人
は
貨
物
の
配
給
に
っ 

と
め
ん
が
爲
め
に
蝴
集
す
る
、
エ
業
家
も
製
造
貨
物
の
便
觉
と
勞
働
カ
市
場
の
便
と
を
計
っ
て
、
人
口
の
密
集
地
に
生
沾
の
恶
礎
を
置 

<

o
消
费
力
の
優
勢
な
る
土
地
に
、
敎
育
、
嫂
樂
、
其
の
他
の
機
關
が
盤
顿
.し
、
之
れ
に
關
係
す
る
坐
活
者
が
集
合
す
る
。
都
而
は
か 

く
の
如
く
、
坐
物
學
的
の
事
實
で
あ
り
、
群
坐
態
で
あ
る
。
都
市
は
自
然
的
景
觀
に
對
し
て
社
食
的
景
觀
で
あ
る
。

斯
く
の
如
き
質
的
觀
點
に
立
っ
觀
方
、
社

#
群
態
學
的
硏
究
は
生
物
學—

社

#
藥

|
經
濟
學
的
態
度
で
あ
る
。
此
處
に
於
ぃ
て
ば

#: 

市
人
パ
の
五
否
萬
は
、
.軍
な
る
數
の
五
百
萬
と
し
て
現
は
れ
な
い
で
、
幾
許
か
の
類
種
の
合
成
す
る
、

JL
百
萬
と
な
っ
て
現
は
れ
て
來 

る
。
元
來
、
此
の
現
象
は
社
俞
的
分
化
、
分
業
の
现
象
で
あ
っ
て
、
從
來
都
市
社
會
の
特
微
的

#
在
と
さ
れ
て
ゐ
る
？

ス
ぺ
：ン
サ
ア
、
ジ
ム 

メ
ル
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
等
の
社
會
學
盏
を
俊
っ
ま
で
も
な
く
、
凡
べ
て
が
此
の
機
能
的
分
化
及

'び
分
業
を
•以
っ
て
社
會
的
發
展
の
傾
向
と 

目
し
て
ゐ
る
。

ス
モ
ー

ル
は
機
能
的
分
化
の
傾
向
を
逐
っ
て「

社
會
發
展
史」

，を
書
い
た
ハ

s
m
a
l
.l
-
-
*
a
n
d
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ソ
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G,

キ
ン
.は
社
#
的
分
化
を
以
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て
，都
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社
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の
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照
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大
都
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人
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的
.考
察
の
限
界
. 

「

 

置
：：

.(

ニ11

四
七)



大
抑
：市
の
人
口
學
的
考
察

(

の
.

限
界 

三

四

(

ニ
ニ
四
八

)

 

的

#

^

の

一に
し
て
ゐ
る(

p
§
e

-^
⑴
b
H>Rural-urb.an 

s
o
q
'o
o
g-a
o
ア
シ
ダ
ー

ス
v

n

y
ン
ド
マ
シ
は
超
專
門
化
の
弊
に
法 

意
す
る
を
怠
ら
な
い(

u
r
b
a

甘S
o
c
i
o
l
o
g
y

[o.ver-specialiln
)
。

農
村
に
於
い
て
は
各
種
の
•坐
新
機
能
が
_

一
 

的
に
綜
合
さ
れ
て 

ゐ
る
、
之
れ
に
反
し
て
都
會
に
於
け
る
機
能
は
極
度
に
微
細
分
化
さ
れ
て
ゐ
るo

.
:

 

.

ヾ

i 

■
註 

'.
ス
モ
！
：ル
は
前
掲
書
中
に
於
い
て
顏
あ
る
言
葉
を
吐
い
て
ゐ
る
。
即
ち

*

V

田
舍
の
村
落
に
於
い
て
商
業
配
給
の
機
關
は

「

囊
し
で
あ
る 

»*
-
.
'
•
,荒
物
屋
で
あ
る
。
ニ
軒
の
店
に
於
い
て
凡
べ
て
の
日
常
品
が
處
理
さ
れ
る
商
店
で
あ
る
。
し
か
る
に
都
會
が
膨
脹
し
、
發
展
す
る
に
連
れ 

て
' 
之
れ
は
一
度
は
媒
門
店
に
分
化
し
恶
門
化
し
た
の
で
あ
る
が
、
W
ひ
一
經
營
の
下
に_

の
酣
給
種
百
が
綜
合&
ら
る
\
の

證

、

•

換
言
す
れ
ば
田
舍
の「

I

」
式
形
態
で
苒
生
し
て
來
た
、
日
く

「

酉
貨
店」

の
出
現
で
あ
る
。
誠
に
現
在
の
百
貨
店
は
、
昔
の

「

萬
屋
し
よ 

.

.

1

、

一
 

層
複
雜
な
内
容
、
商
品
を
線
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
若
し
一
形
態
に
線
合
さ
れ
た
も
の
が
、
非
分
化
的
輩
門
的
奚
ふ
意
味 

で

田

舍

的

村

落

的

だ

奚

ふ

な

ら

，
ば

W

貨
店」

は
最
も
原
始
的
村
落
的
の
も
の
だ
，美
へ
よ
ぅ
で
は
な
い
か

O
.

し
か
し
何
人
も
敢
て
さ 

.

ぅ
は
考
へ
ぬ
程
、.

.百
貨
店
は
大
都
會
的
で
あ
る
。
依
然

W

し
て
分
業
的
專
門
化
的
で
あ
る
。

 

- 

■
.

例
へ
ば
盛
り
場
に
於
け
る
飲
食
店
を
調
寒
す
る

W

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
喰
物
店
飲
物
店
が

I

O

牛
屋
、
鳥
屋
、
天
ぷ
ら*

そ
尤
、
す
し
、

■.
'.

蒲

燒

日

本

料

理

支

那

料

理

、
西
洋
料
理
丨
特
に
又
街
に
ト
、ノ
ヵ
ッ
店
の
如
何
に
多
き
寒
よ

—

喫
茶
店
、
汁
粉
屋
、
お
でk

m

*

パ
、 

，
ヵ
フ
ェ
等
々
。
而
し
て
又
飲
贫
店
思
の
裏
店
、、

」

も
5

可

き「
食
堂」

な
る
も
の
が
あ
る
。
斯
く
の
如
く

 

/

■

綜
合」

さ
れ
て
ゐ
る
^
は 

必
す
し
も
分
化
に
反
す
る
規
象
で
は
な
い

o

r

食
堂」

又
.

は

r

百
貨
店」
の
綜
合
は
、
特
殊
商
の
そ
れ
さ
同
じ
丈
け
の

^

門
化
の
恶
礎
，の
上 

:

.

に
立
っ
て
ゐ
る
。
寒
門
的
技
術
が
獨
立
の
も
？

し
て
成
立
し
て
ゐ
れ
ば
、
其
れ
が

$

;

的
の
特
殊
商
で
，あ
らI

又
は
、
他
の
綜
合
的 

'

.
v

響

の

一

部
門
で
あ
ら|

、
其

I

別
は
間
ふ
所
で
は
な
い
、

.

從

っ

て

畜
S

門
的
性
質
の
融
通
性
例.

へ
.ば
一
人
が
ニ
猶
以
上
の
種 

0

の
擔
當
者I

る
祺
も
決
し
て®

要
な
例
外
で
は
な
い
。
翁
目
に
對
し
て
獨
立
の
¥■

門
的
技
術
及
び
其
の.

訓
M

於
要
求
さ
れ
、
そ
れ

-b
h
h
b
h
b
k
b

に
從
つ
て
人
!;
:
]が
生
活
し
樽
る
な
ら
ば
、
而
し
て
此
の
意
味
に
於
い
て
の
翦
門
家
が1

殷
に
承
認
せ
ら
れ
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
で
亦
分

な
ゆ
で
あ
る
。

J

に
於
け
る
囊
化
の
實
愦
を
此
の
響
に
於
い
て
.詳
細
に
報
吿
す
る
第
は
聊
か
曾
で
办
る
。
產
業
义
は
職
業
群
が
都
市
硏 

究
に
於
ハ
て
利
州
せ
ら
る
\
に
就
い
て
は
、
通
常
其
の
特
殊
性
を
示
す
爲
め
に
、
所
謂
、
大
分
類
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
g

ち
(

一) 

原

始

傷

業

C
U
)

工

業

(

三)

商

業

(

四)

交

讓

(

五)

公

務

素

業

(

六)

家

事

(

七
.

〕

其

の

他

の

塵

、
及
び
最
後
に(
八)

無
業
。

_

の
中(

一〕

丨(

五)

に
至
る
も
の
が
細
分
禅
細
分
せ
ら
る
、
の
は
明
白
で
ぁ
る
、
今
假
り
に
內
麗
則
局
の
公
に
し
た「

國

雷
 

杳
ノ
繁
表
寧
ニ
用
フ
べ
キ
產
業
分
類
及
職
業
分
類」

を
利
用
し
て
興
の
中
、
小
分
類
を
示
せ
ば
、
囊
分
類
に
就
い
て
は

大

分

類

ノ
 

：

中
分
類 

農 

業 

.
五 

水

產

業

 

一
 

鑛 

業 

.
二 

H

'

，業 

一
六 

商 

業 

七 

交

通

.

.
業 

二
' 

公」

務

自

_

榮 

七 

家 

0 

一
 

大
都
市
の
人
ロ
學
的
劣
察
の
限
界

/J、
三 一 五 五  一 分

一 四 三 七 〇 五 三 E 3 類

£

(
I
I

ニ
四
九)



n
m
is\

L

•1

j i

ニ

• - >

大
都
市
の
人
口
學
的
考
察
の
眼
界 

典
の
他
の
產
業 

一

無

:'
業 

い 

r

:

一.

全
部
I

t

て
中
分
類
に
し
て
四
十H

、

小
分
類
に
し
て
ニ
八
〇
塞

ふ

る

c

同
じ
く
職
業
分
類
に
就
い
て
は

c

f
£
0

)

「

大

分

類

. 

農 

業 

水

產

業

 

鑛

.

業 

て

'

菜 

{]
?

梁 

交

通

—

,
 

公

務

S

由
業 

家

_

使
用

人 

其
の
他
の
布
業
密 

無 

榮 

(

計)

中
分
類 

'四 ベ 四 

f

■四 三

•
.
.
九

四

小
分
類 

:

ニ
四 四

,
U
1

.二 r

三

ぐ
ニ
四

三
三 

三
八 ニA九

三
七
六

“

i

i

l l
g

l

f l
l

l

s !

i

l

i

i

i

i

i

i

小
分
類(

一

六
八〕

丨
文
房
具
製
造
の
中
忆
は
四
十
三
種
名
の
實
際
形
態
が
集
め
ら
れ
て
ゐ
る
、
同
、
小
分
類o

六
九)

—

運
動
用
具
迸 

戯
品
玩
具
製
造
の
中
に
は

四
十
九
種
名
が
綜
合
さ
れ
て
ゐ

る

、
ハ
前
揭
書
、

「

產

業

分

類

各

顼

_

ーー

 
含
ム

產
業
名
例
示
し
：}避
等
の
，「

產
業
名 

例
示」

を
各
分
類
の
諸
项
目
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
る
蝦
は
な
い
。
以
上
に
ょ
つ
て
大
體
を
豫
测
せ
ら
れ
X
ば
結
權
で
あ
る
。
勿
論
是 

等
の「

產
•
職
業
名
例
示」

は
調
蜜
中
齿
に
對
す
る
整
理
の
規
準
を
爲
す
も
の
で
あ
れ
ば
產
業
職
業
名
の
相
違
は
必
ず
し
^
業
務
實
體
の 

相
違
を
語
る
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。
し
か
し
乍
ら
前
記
の
四
十
數
種
名
の
內
に
は
、
適
當
に
其
の
奪
門
的
技
術
又
は
職
業
部
門
を
示 

し
て
ゐ
る
も
の
少
な
し
と
し
な
い
。

所
で
以
上
の
產
業
及
び
職
業
分
類
中
、
都
會
的
の
.も
の
と
見
ら
る
、
も
の
を
揭
ぐ
れ
ば
、
工
業
、
商
業
が
、
及
び
交
通
業
、
公
務
自

由
業
も
、
特
に
邵
#'
的
特
徵
を
示
す
も
0
と
し
て
揭
げ
ら
る
\
に
論
を
俟
た
ぬ
。
例
へ
ば
舊
東
京
市
に
就
い
て
云
ふ
な
ら
ば
、
同
舊
市

人
口
の
産
業
及
、び
職
業
的
人
口
分
布
は
次
の
如
く
で
あ
る
。(

昭
和
五
年
十
月
二
日
現
在
、
東
京
市
市
勢
統
計
原
表
'
第
五
卷
、
產
翁
及

職
業
篇
上
に
ょ
る)

 

.. 

:

全

人

ロ

.,

.

二

 

1、
〇

五

四

、
八
七
四

 

■

,
杓

無

業

者

人

口

 

1、〇
八
六
、
五
九
四 

•

.
有
業
若
人
ロ 

九
六
八
、11

八
〇

,

有
業
衆
人
ロ
の
產
f

構
成

有

業

者

總

數

； 

九
六
八
、
ニ
八
〇 

火
都
市
め
人
ロ
堞
的
考
察
の
限
界

有
業
者
P
人
に
就
い
て
の
各
業
.比111

七

(11 

ニ 
五一

〕
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大
都
il
j
の
人
口
取
的
考
察
の
限
界 

原
始
生
產
榮. 

：

:'
.四

"
六

七

七 

エ

業

： 

三
一
七
、八
四
ニ 

商

業

 

四一

八
、
ニ
五
七 

交

通

業

，
- 

四
三
、
四
二
三 

公

觀

自

敗

業-:
;

:

,

九
〇
、七
八
四 

戴

.

欺 

八
九
、
七
七
〇 

其
：'.
'
の
;.
他
' 

: 

三
、
五
二
七

八

(

ニ
ニ
五 

5

五

三
ニ
八 

四
三
ニ 

四
五 

九
四 

九
三 三

都
會
的
酿
業
及
び
職
業
で
あ
る
工
業
及
び
商
業
が
前
記
國
勢
調
査
に
關
す
る
職
業
及
び
產
業
分
_

中
で
最
も
多
數
の
中
、
小
分
類
項
目 

を
荷
す
る
も
の
で
あ
る
事
は
、
前
揭
の
：數
字
に
於
い
て
明
瞭
で
あ
ら
う
o
.

要
す
る
に
機
能
的
分
化
は
、
現
在
に
於
い
て
、
技
術
的
分
業
專
門
化
と
共
に
微
細
に
亘
つ
た
事
に
つ
い
て
は
、
擧
證
の
煩
し
さ
を
犯 

す
必
要
な
い
程
、
明
瞭
な
事
實
と
認
め
得
る
。
唯
晋
々
は
、
此
の
微
細
な
る
分
業
の
結
艰
、
.人
間
の
生
活
々
動
及
び
共
の
過
程
が
非
常 

に

複

雜

と

な

づ

，て

來

た

辦

を

認

め

れ

ば

い

、

.a

米
國
の
經
濟
學
容
パ
ッ
テ
ン
の
如
ぐ

^

f

の
變
化
と
複
雜
と
に
社
會
の
進
歩
を
認
め
る 

に
せ
ょ
、
認
め
ざ
る
.に
せ
ょ
、
兎
に
舟
慾
望
の
複
雜
化
と
共
に
之
れ
に
對
す
る
設
^

^
複
雜
化
し
.て
：取
^

"
と
の
：社
會
に
於
け
る
人
 々

は
、
こ
0
複
雜
性
の
屮
の
い
づ
れ
に
.か
取
0
附
い
て
>

典
の
生
活
を
確
立
し
'ょ

ぅ

と

、努

が

る
.。

營

^

^

の
..
»

耿
^
努

カ

す

る

。
韻

吃

终
 

v>
,
'
.
て
.

V

地
域
內
-̂
色
々
0:
職
業
の
分
亦
配
合
|1
;
夂
.る
權
成
が
生
じ
.て
來
る
。
か
く
し
て
11
|
-來
た1

天
都
市
'及
び
.共
の
备
局
部
は
：

一

.つ
の

社
會
的
景
觀
と
な
っ
て
現
は
れ
る
の
で
あ
る
o

.

社
會
的
景
觀
に
就
い
て
.は
、
吾
々
は
通
常
何
等
深
い
意
義
に
就
い
て
知
悉
す
る
辦
な
く
し
て
、
H
常
認
め
て
ゐ
る
3
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
大 

都
市
の
風
貌
美
ひ
町
の
姿w

一

K

ひ
、
皆
、
優
-觀
に
外
な
ら
な
い
。
下
町
、
山
の
手
、
郊
外
に
夫
れ
^
^
の
風
貌
が
あ
墓
街
盛
り
場
學 

坐
街
、
職
人
町
に
夫
れ
-

^
の
景
觀
が
あ
る
。
社
會
觀
察
に
就
い
て
一
方
®
を
開
い
た
今
和
次
郞
、
嘉

謙

嘉

氏

.の「

モ
デ
ル
ノ
ロ
 
•チ
ォ
し
は 

此
の
點
に
就
い
て
興
味
あ
る
麗
及
び
隱
を
示
し
て
ゐ
る
。
そ
留
大
學
m
京
帝
國
大
學
及
び
慶
應
義
熟
大
學
を
そ
れ
ぐ
中
心
€
し
た
學 

生
街
の
調
逾
丨
飲
食
、
被
服
、
學
_
、
娛
樂
等
々
に
關
し
て
學
生
的
交
渉
の
あ
る
商
店
施
設
の
分
布
配
合
の
調
亮
、
銀
驛
田
等
の
盛
り
場
に 

於
け
る
飲
食
店
分
布
の
調
荼
等
、
そ
れ
で
あ
る
。
銀
座一

劃
に
、
如
何
に
飲
食
店
の
多
き
。(「

モ
デ
ル
ノ
ロ
ギ
ォ」

扉
陶
參
照)

之
れ
に
よ
っ
て 

吾
々
は
飲
食
に
關
す
る
多
極
の
サ
ー
ヴ
斗
ス
が
群
坐
的
に
！！
成
さ
れ
て
ゐ
る
辦
赏
を
見
る
。
食
傷
新
道
な
ぞ
2
呼
ば
れ
る
特
別
の
形
態
を
持
っ 

,

た
一
街
、
其
處
に
あ
っ
て
は
、
同
じ
く
飲
食
に
關
す
る
色
々
の
店
が
密
集
的
に
生
捿
し
て
ゐ
る
。
此
の
事
實
は
是
等
飮
食
店
等
に
反
撥
的
作
用 

よ
り
も
寧
ろ
吸
引
的
作
用
を
相
互
に
働
か
し
て
ゐ
る
蕻
を
雄
辯
に
物
語
っ
て
ゐ
る
。

盛
り
場
に
就
い
てi

K

へ
は
将
閑
階
級
の
趣
味
嗜
好
に
投
じ
其
の
他
學
生
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
主
婦
、
子
女
等
々
の
需
要
に
腮
じ
て
、
諸
般
の
職 

業
が
群
坐
す
る
。
故
に
商
店
の
經
營
衮
及
び
其
の
他
の
者
は
其
の
經
營
上
か
人
る
職
業
的
分
布
又
は
群
生
態
學
的
傾
肉
に
注
享
る
f

緊
要 

w

す
る
。
敏
感
な
る
商
人
は
旣
に
、
之
れ
を
、
其
の
學
理
的
說
阴
な
く
し
て
實
行
し
て
ゐ
た
。
近
代
の
大
規
模
な
、
合
理
的
な
商
業
經
營
法
は 

此
の
方
面
の
學
理
研
究
に
充
分
の
努
力
を
惜
ま
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

斯
く
の
如
く
し
て
分
化
は
同
時
に
組
成
で
あ
る
0
以
上
の
說
明
に
於
い
て
人
間
は
そ
の
.社
會
的
關
係
に
於
い
て
は
最
早
單
一
、
平
等 

.な
數
的
單
位
と
1

て
取
极
ふ
の
不
可
能
な
る
を
示
し
て
來
た
。
し
か
し
、
以
上
揭
げ
た
寒
業
的
分
化
は
徒
ら
に
技
術
的
乃
至
は
職
業
的 

の
分
類
.に
外
な
ら
な
か
っ
允
。
.
.此
の
分
類
に
基
い
て
、
都
市
硏
究
は
更
に
一
歩
を
進
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
、
技
術
的
職
業
的
構
成 

大
都
市
の
八
ロ
舉
的
劣
察
の
限
界 
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參
斷
を
澉
じ
甚
ぎ
主
觀
に
與
べ
ら
れ
る
對
象
の
現
齔
形
態
比
單
に
貧
账
ま
定
性
を
黎
に
と
基
ら
ず
ノ
同 

i
i

_
_

i

ゅ
れ
}

,

ば
®

接
普
々
s

te
'

s

つ
：
て
：
か

、
'乃

至

：癒

;

^

|

«̂-
'

ぎ

_

へ
ハ
る^:
磨

.0

.,て
'
,資
本
虫
義
社
會
の
諸
斑
象
は，'

商
品
交
換
.

■

的
嘴
加
，
祭
働
苕
階
級

0

遞
增
、

：

資
本
蓄
檢 

の
顯
_

^

腺
、
流
動
資
本
ぬ
歡
す
る
固
宛
資
本
部
分
の
增
加
、
刺
測
利
子
の
俄

1 ;
'

.

獨
卜r-
1
の
摘
大
、
恐
慌
とM

m
氣

拟

問

還

長
. 

•

歡
群
が
晚
犬
等
ふ
量
邮
現
定
性
を
贫
す
る
こ
と
を
知
覺
ず
？
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の
量
的
做
德
は
、.
#
.々i

感
f

通
じ
て
勒
ぬ
て
知
りf

も
1

i
.

乾
0
蒼
く
姻
ぐ
、
單

に

歡

I

主
觀
の
創
造
物
'
虫
觀
的
範
疇
.に
|

拿

.の

で

は

な<:
;

、

そ

れ

ぬ

鲆

象

た

る

客

觀

的

實

在

そ

め 

P

CO
;
-め

が
_

現

は

し

、
パ
主
^

^
こ
.の
客
觀
的
亂
^ :
を
反
映
し
.て
# :
な
る
*

疇
を
£

す〔

る
0'
で
^

る
0

,

'な
れ
.ば
、
'右
に
揭
げ
た 

資
本
拓
義
社
會
の
ft
的
規
苽
性
：̂

吾

々
扣
»

が
そ
れ
を
認
瓢
ず
る
と
^

ど
に
抛
^'
，̂

儆

然

と

棠

觀

的.

®
奄

吾

'々
.の

生

活.は
4
 

の
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然

妁
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な

ぃ

加

ら

で

ぁ

る

タ

即

知

歡

办

範

曝

は

咎

ぎ

實

在

^

ー

規

定

を

反

臺

の

：犄
_
.
に
就
い
て

 

四」
(

1
1ニ
五
五

)


